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文 教 民 生 委 員 会 ・ 分 科 会 次 第 

 

         日時：2023年 12月 18日（月）９:30 ～ 

場所：第２委員会室  

１ 開  会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 協議事項 

（1）付託・分担案件の審査     

  ア 委員会審査 

  イ 分科会審査 

 

（2）請願・陳情の審査 

  ア 請願第４号 健康保険証の存続を求める意見書提出の件 

 

（3）意見・要望のまとめ 

  ア 委員会意見・要望のまとめ 

  イ 分科会意見・要望のまとめ 

 

（4）閉会中の継続審査の申し出について 

 

（5）管外視察研修について 

  ア 日程   月 日（ ）～  月 日（ ） 

 

  イ 内容  

 

（6）その他 

 

４ 報告事項 

（1）第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画の策定について（社会福祉課） 

（2）豊岡市老人福祉計画・第９期介護保険事業計画の策定について（高年介護課） 

（3）学校給食費の改定について（教育総務課） 

（4）竹野地域における義務教育学校の整備について（教育総務課） 

（5）２学期の開始時期の変更について（学校教育課） 

 

５ 閉  会 



令和５年第６回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

【文教民生委員会】 

  第117号議案 豊岡市立総合体育館の指定管理者の指定について 

  第118号議案 豊岡市立玄武洞スポーツ公園の指定管理者の指定について 

  第119号議案 豊岡市立出石総合スポーツセンター、豊岡市出石Ｂ＆Ｇ海洋セン

ター及び豊岡市立出石多目的屋内運動場の指定管理者の指定につ

いて 

  第120号議案 豊岡市立市民体育館の指定管理者の指定期間変更について 

  第130号議案 豊岡市立生涯学習サロンの指定管理者の指定について 

  第135号議案 北但広域療育センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

  第136号議案 豊岡市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例制定につい

て 

  第137号議案 豊岡市立こども広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

  第138号議案 豊岡市立市民交流広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

  第139号議案 豊岡市立体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例制定について 

  第144号議案 豊岡市公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制

定について 

  第149号議案 豊岡市立小学校及び中学校の設置に関する条例の一部を改正する

条例制定について 

  第150号議案 豊岡市立幼稚園の設置に関する条例の一部を改正する条例制定に

ついて 

  第151号議案 豊岡市立放課後児童クラブの設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例制定について 

  第153号議案 令和５年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予

算（第２号） 

  第154号議案 令和５年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予

算（第２号） 

  第155号議案 令和５年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２

号） 

  第156号議案 令和５年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

  第157号議案 令和５年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第２号） 



   

 

第164号議案 豊岡市手数料条例の一部を改正する条例制定について 

第165号議案 豊岡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 

  第167号議案 令和５年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予

算（第３号） 

  第168号議案 令和５年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予

算（第３号） 

  第169号議案 令和５年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３

号） 

  第170号議案 令和５年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

  第171号議案 令和５年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第３号） 

 

 

 

 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【文教民生分科会】 

  第152号議案 令和５年度豊岡市一般会計補正予算（第７号） 

  第166号議案 令和５年度豊岡市一般会計補正予算（第８号） 
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文教民生委員会重点調査事項 

2023.11.16 

 

 

１ 福祉等の充実について 

      

   ２ 医療の確保について 

      

   ３ 環境衛生について 

      

   ４ 交通安全・防犯対策について 

      

   ５ 教育をめぐる諸問題について 

      

   ６ 子ども・子育て支援について 

      

   ７ 文化財の保護と伝統文化の継承について 

      

   ８ 生涯学習について 

 

   ９ 新型コロナウイルス感染症対策について 
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午前９時３０分 委員会開会 

○委員長（芦田 竹彦） 皆さん、おはようございま

す。ただいまから文教民生委員会を開会いたします。 

 昨日から雪が平地でも降りまして、いよいよ冬の

到来ということになりますけども、ちょっとお聞き

しますと昨年は１日早い冠雪があったようでござ

いますけど、今日は１８日ということで昨日から降

っております。交通機関にもちょっと影響が出てお

りますけども、但馬空港も何か欠航だというお話も

伺っておりますが、いよいよ冬に備えてということ

でよろしくお願いをしたいと思います。 

 今日の委員会は昼をまたぎますので、ご承知おき

をよろしくお願いしたいと思います。 

 いろいろな審査ということでございますので、皆

さんの協力を得ましてスムーズな議事になります

ようによろしくお願い申し上げまして、今から委員

会を開会いたします。 

 座らせていただきます。 

 当局から健康増進課、村尾参事の欠席について、

また米田観光文化部長の公務による早退の申出が

あり、また教育委員会の本庄参事から遅刻の申出が

ありましたので、許可をいたしておりますのでご了

承をお願いいたします。 

 一般会計に関する予算関係の議案につきまして

は予算決算委員会に付託をされまして、当委員会は

文教民生分科会として担当部分の審査を分担する

ことになります。したがいまして、議事の進行は委

員会と分科会を適宜切り替えて行いますので、ご協

力をお願いいたします。 

 これより協議事項１番の付託・分担案件の審査に

入ります。委員の皆さんはＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上の

フォルダー、文教民生委員会２０２３、１２月１８

日の中に配信しております議案付託・分科会分担表

をご覧ください。 

 審査日程ですが、まず、委員会付託された議案の

うち第１１７号議案から第１５１号議案まで、並び

に第１６４号議案及び第１６５号議案の説明、質疑、

討論、表決を行い、次に、当分科会に分担されまし

た議案２件についての説明、質疑、討論、表決を、

その後、残りの議案の委員会審査を行います。 

 次に、報告事項を挟みまして請願・陳情の審査を

行います。 

 なお、傍聴の申出があり、許可をいたしておりま

すので、ご了承を願います。 

 続いて、委員のみで委員会及び分科会意見・要望

等の取りまとめを行います。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、説明・質疑・答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえ、簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いいたします。 

 また、委員会での発言は、委員長の指名の後、必

ず課名と名字をお願いいたします。 

 それでは、まず、１１７号議案、豊岡市立総合体

育館の指定管理者の指定についてほか３件を一括

議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 文化・スポーツ振興課、原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） おはよう

ございます。 

 それでは、指定管理者の指定についてということ

でご説明を申し上げます。 

 いずれも指定管理者について地方自治法の規定

により議会の議決を求めるものです。 

 ２５ページでございます。１１７号議案、豊岡市

立総合体育館の指定管理者の指定については、公募

により選定しました豊岡スポーツ協会を指定しよ

うとするものです。 

 指定期間は、令和６年４月１日から３年間として

おります。 

 続きまして、２９ページでございます。１１８号

議案、こちらは玄武洞スポーツ公園の指定管理者の

指定についてということで、引き続き現管理者でご

ざいます田鶴野地区振興協議会を指定しようとす

るものです。 

 指定期間は、こちらも令和６年４月１日から、こ

ちらは５年間というふうにしております。 

 続きまして、３３ページでございます。１１９号

議案ということで、市立出石総合スポーツセンター、
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豊岡市出石Ｂ＆Ｇ海洋センター及び豊岡市立出石

多目的屋内運動場の指定管理者の指定についてで

すが、こちらは公募により選定しました全但バス株

式会社を指定しようとするものです。 

 指定期間は、令和６年４月１日から５年間として

おります。 

 以上で指定管理者の指定に係る３件についての

説明は終わります。 

 続きまして、１２０号議案でございます。３７ペ

ージをご覧ください。こちらは指定期間の変更につ

いてでございます。豊岡市立市民体育館の指定管理

者の指定期間変更については、今年度末に現在の指

定期間が終了するんですけれども、令和６年末で閉

館を予定しておりますために、現指定管理者の指定

期間を９か月延長し、令和６年１２月３１日までと

するものです。 

 それぞれの議案の次のページに施設の概要等を

添付しておりますので、ご清覧ください。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） １１９号議案の出石の総合ス

ポーツセンターのところですけれども、ちょっと確

認はしてるんですけども、スポーツ施設のところで、

テニスコート等々がある意味不備があって修繕は

してもらえる。要は、この目的は市民の皆さんにス

ポーツの交流をしっかりやっていただきたいとい

うふうなところがあるので、そういった長年使いに

くい場所等の修繕はしていただけるというとこな

んですけど、やはりできるだけ早くできるっていう

のがある意味この趣旨の元につながるというふう

に思うんですけど、その辺りはどうでしょうか。 

○委員長（芦田 竹彦） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 委員今ご

指摘のとおりでございまして、そういった施設の修

繕が追いついてないみたいなところの施設もござ

います。そういうわけで、一応そういった関係の団

体さんだったりとか施設の指定管理者の皆さんの

意見も聞きまして、順次、整備をしていきたいとい

うようなことで、今年については植村スポーツ公園

のテニスコートを修繕してるんですし、次は出石と

かほかの施設っていうようなことで、順次そういっ

た、今の委員おっしゃったようなことに対応してい

きたいなと思ってますが、そういうことを含めてで

きるだけ利用者の団体の方々と意見を交換しなが

ら、１００％じゃないかもしれませんけれども、施

設の使用をしっかりしていただけるように対応し

てまいりたいと考えております。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） すみません。 

 できるだけ早く、何か結構それでこけてけがする

可能性もあるようなお話もちょっと聞いたりとか

してますので、来年度中っていうことなんで、再来

年の３月までやったらある意味来年度中になるん

だけれど、できるだけ早く早く、前倒しができる部

分があるんでしたらしっかりとやっていただきた

いです。要望でいいです。 

○委員長（芦田 竹彦） 要望ですね。 

 ほかにございませんか。 

 太田委員。 

○委員（太田 智博） すみません、同じく１１９号

議案の出石の総合スポーツセンターの関係で、ある

市民の方から、例えば野球場とか、各種ある団体が

長期的な契約をされててなかなか使いたくても使

えないような意見がございます。あまり１つの団体

が長期的に契約されますと、当然ほかの団体は使え

なくなりますので、その辺もちょっと一度確認をし

ていただけたらと思います。特にこれは意見でござ

いますので、お願いをしたいと思います。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。第１１７号議案から第１２０号議

案は、原案のとおり可決すべきものと決定してご異
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議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、１１７号議案から１２０号議案は、いずれも

原案のとおり可決すべきものと決定をいたしまし

た。 

 次に、第１３０号議案、豊岡市立生涯学習サロン

の指定管理者の指定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 社会教育課、旭課長。 

○社会教育課長（旭  和則） 議案書は７７ページ

をお願いいたします。 

○委員長（芦田 竹彦） どうぞ。 

○社会教育課長（旭  和則） 第１３０号議案、豊

岡市立生涯学習サロンの指定管理者の指定につい

てご説明いたします。 

 指定管理者の候補者には、但馬高齢者生きがい創

造協議会を指定管理者選定委員会を経て選定をい

たしました。 

 指定の期間は、令和６年４月１日から令和１１年

３月３１日までの５年間としております。 

 ７９ページから８０ページに管理を行わせよう

とする公の施設の概要、管理業務の内容及び団体等

の概要を記載しておりますので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 何度もすみません。 

 このサロンですけれども、新しい議員の方もおら

れるっていうことで、これまでの経緯があまり分か

って、知られていないところがあるかとは思うんで

すけれども、やはりこのサロンにつきましても、駅

前広場のいずたや跡地等々が絡んで、ある意味相当

なお金が動いて右往左往しながらやってきた計画

の中で、まず１点目なんですけれども、屋外交流広

場は一体今どうなってるのか、どういうふうに扱い

されてるのか、どのような状況になってるのかを説

明していただきたいのと、あと、やはり充実を図っ

て、より多くの方々に学んでいただきたいっていう

ような中で、かなりの設備投資もしたというふうな

経緯があるので、それからどれぐらいの利用がある

のか、増えてるのか減ってるのか、今後の見通し

等々を聞かせていただきたいと思うんですけども、

いかがでしょうか。 

○委員長（芦田 竹彦） 答弁願います。 

 どうぞ。 

○社会教育課長（旭  和則） まず１点目の広場の

状況でございますけれども、現在、芝生を敷設しま

して、通常は無料開放といいますか、自由に出入り

をしていただくようになっております。ご覧いただ

いたら分かると思いますが、高校生とか、天気のい

い日には集まって軽食を食べたりだとか、そういう

ことで市民の皆さんの少し休息の場という形で利

用をいただいております。 

 一方、占用として使用する場合、具体的には今年

度もフリーマーケットですとか、そういった事業で

も活用をいただいておりますし、それから演劇祭に

おきましても１つのプログラムでご利用いただい

たりということで、まだまだ利用状況としてはそん

な多くはないんですけれども、少しずつそういった

形で利用をいただいているというふうに認識して

おります。 

 それから、２点目でございますけれども、施設の

状況ですけれども、経緯は、基本的には生きがい創

造学院さんのほうの活動の場所がまず旧南高のほ

うでされてたんですけれども、そちらのほうが使用

できなくなるということで、現在の位置に整備をさ

れております。 

 こちらは議会のほうで請願のほうを採択いただ

いて整備を進めてきたところでございますけれど

も、学院生の状況なんですけれども、現状としては

少しやはり減ってきているというのが状況でして、

現在２００名弱の方が学んでおられます。講座とい

たしましては１３講座、１５教室、麦わらと書道は

人数が多いので２コースあるんですけれども、２０

０名弱の方が現在も学んでおられる状況です。 

 一方、基本的には生きがい創造学院の活動が主に



 4 

ご利用いただいてるんですけれども、指定管理者の

ほうで独自の事業といたしまして、この夏にも子供

たちを対象とした木彫教室ですとか陶芸教室です

とか、そういった事業のほうも今展開しております。 

 人数的なものは本当に今、文教府のほうのみてや

ま学園ですか、そういったところの学園生さんもや

っぱり減少してきてるっていう状況がございまし

て、６５歳になったからすぐに、自由気ままにとい

うか、そういった生活っていうのはなかなか今でき

ないというか、結構働いていらっしゃる方があるの

で、そういった形で学院生が増えていく、これから

右肩上がりでまた増えていくっていうことはなか

なか難しいんですけれども、少しずつ事業のほうも

充実させながら、新しい事業等もできないかなとい

うようなことを検討していきながら、少しでも学ん

でいただく方を増やしていきたいなというふうに

は考えております。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） この事業につきましても当時

かなり議員間でも議論がありまして、使われた金額

が、数億円使って広場になってしまったと。アイテ

ィのところに移転して、今、先ほどくしくも出まし

たけども、陶芸室とかでも電気炉とかそういったか

なりの投資をしてるっていうふうな状況の中で、や

はりしっかりとしたことをしていただけなければ、

やった後、今のようなお話だとやっとる意味がない

ような気がするんです。広場だけでも、あれ、いず

たや購入して、最初そこで活動しようと思ったら建

物があかんいうことで取り壊して整備をしたと。そ

こに建てるんだっていうところまでいってたんで

すけれども、アイティ問題が出てきてアイティに移

転するんだというふうな二転三転してかなりの、数

億円っていうお金があそこには使用されて、その一

つの目標としてやっぱりサロンさんがしっかりと

運営できるっていうふうな意味合いがあるので、ま

た後ほどアイティ施設のことについてはしっかり

述べたいとは思いますけども、あの商業地をどう生

かすかっていう意味合いもあるんですよ、しっかり

と。 

 だから、指定管理を落としたところにもう全面的

に任せるっていうふうなところではなくて、やっぱ

りしっかりと管理運営ができるような形を取って

いただきたいんですけども、その辺りは、今、広場

でいいますとフリーマーケットや演劇祭等々、年間、

昨年等々はどれぐらい、今年でもいいですけども、

使用されてるんですかね。 

○委員長（芦田 竹彦） 旭課長。 

○社会教育課長（旭  和則） 先ほど申しましたよ

うに、利用状況としてはそんなに日数的なものはご

ざいません。要は占有してっていう形での今のとこ

ろは利用はそんなにはございませんので、駅通り商

店街ですとか、そういったところにも、できた当初

にも利用のほうをということでお願いにも上がっ

たりもしておりますし、広報等でもまたこれを利用

できますというようなことで掲載をさせていただ

いておりますので、これからも、委員ご指摘のよう

になかなか利用のほうが進んでおりませんので、少

しでも皆さんにご利用いただけるように周知して

いきたいというふうには考えております。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 何度もすみません。 

 意見として、あそこには相当なお金が入って、あ

る方から言わせればやっぱりアイティに駐車止め

るのはあのスロープが非常にもう怖いんだと。だか

ら、なかなか行きづらいんだと。当初から言うてま

したけど、高齢者の方なんかすっと駐車場止めてす

っと上がれるようなところが好ましいというふう

なこともあって、結果的には、今言われたように利

用価値はあるものの、やっぱり減っていくっていう

のはそれだけの魅力がどんどんどんどんなくなっ

ていってるっていうふうなところが考えられます

ので、再度しっかりとやっていただけるようにお願

いしたいと思いますし、我々自身もその辺のところ

は今後もしっかり見守るというか、見させていただ

きたいと思いますので、油断なきようお願いしたい

です。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 意見ですね。 

○委員（田中藤一郎） 意見です。 
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○委員長（芦田 竹彦） ほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第１３０号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定をいたしました。 

 次に、第１３５号議案、北但広域療育センターの

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 社会福祉課、丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 議案書１１３ページ

をご覧ください。第１３５号議案、北但広域療育セ

ンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例制定についてご説明をいたします。 

 改正の理由は、１１３ページの下のほう、理由の

欄に記載のとおりでございます。 

 １１６ページをご覧ください。条例案要綱に基づ

き説明をさせていただきます。 

 令和４年６月、子育て世帯に対する包括的な支援

のための体制強化等を目的として、児童福祉法等の

一部を改正する法律が成立をしております。その中

で、障害の種別にかかわらず障害児を支援できるよ

う、福祉型、医療型に区分されていた児童発達支援

の類型が一元化されることとなりました。この改正

に伴いまして、本条例に引用しております条項の項

ずれが生じることから、項番号を改めるものでござ

います。 

 なお、同法の当該規定は令和６年４月１日から施

行することと定められておりますことから、本条例

につきましても、附則にありますとおり、同日から

施行することとしております。 

 あわせて、１１７ページ新旧対照表もご清覧くだ

さい。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第１３５号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定をいたしました。 

 次に、第１３６号議案、豊岡市子ども・子育て会

議条例の一部を改正する条例制定についてほか２

件を一括議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 こども未来課、若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 資料は１１９ペー

ジになります。第１３６号議案、豊岡市子ども・子

育て会議条例の一部を改正する条例制定について

です。 

 現在、市では子ども・子育て支援法に基づきまし

て、豊岡市子ども・子育て会議を設置していますけ

れども、その所掌事務にこども基本法に規定するこ

ども計画の策定及び推進並びにこども施策の推進

に関する重要事項を調査審議することを加えるも

のです。 

 １２３ページ、新旧対照表をご覧ください。第２

条第２項でこども計画の策定及び推進、こども施策

の推進に関する重要事項の調査審議を追加し、第３

条で子ども・子育て支援からこども施策に変更する

ものです。 

 こちらは令和６年１月１日から施行することと

しています。 

 次に、１２５ページをご覧ください。１３７号議

案になります。豊岡市立こども広場の設置及び管理
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に関する条例の一部を改正する条例制定になりま

す。 

 本案は、アイティ４階にありますこども広場につ

きまして、こども広場の利用促進及び満足度の向上

を目指すため、利用者の意見などを参考にこども広

場の休場日、それから開場時間、使用における各時

間帯の区切り等を廃止しようとするものです。 

 １２９ページのほうをご覧ください。新旧対照表

になります。第４条第１項休場日の変更です。こど

も広場は親子に利用していただいていますけれど

も、火曜日については図書館やコミュニティセンタ

ーの多くが休館日となりまして、その休みが一緒に

なりますので火曜日から木曜日に変更するもので

す。 

 次に、第５条です。開場時間を３０分早めまして、

開場時間を９時３０分から午後５時までとするも

のです。 

 第６条では、使用できる者の範囲を、２名以上の

保護者等が同伴する場合は、１名以上が成人であれ

ば未成年者も付添人として利用できるようにして

おります。 

 次に、別表のほうをご覧ください。備考欄の時間

帯の区切りになります。これまで１回を時刻の設定

と次の利用時間までの間を３０分間隔として細か

く利用時間帯の区切りを設定していましたが、１回

の定義を連続した９０分までとして、少し柔軟に時

間設定ができるようにしたいと考えています。 

 実際には入替え時間や最低限の消毒などの確保

が必要ですので、現時点ではクール制というのは維

持することになるというふうに考えております。 

 次に、１３１ページをご覧ください。１３８号議

案になります。豊岡市立市民交流広場の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例制定につい

てです。 

 この条例は、アイティ４階の市民交流広場の休場

日をこども広場の休場日に合わせて火曜日から木

曜日に変更するものです。 

 詳しくは１３５ページの新旧対照表をご確認く

ださい。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 何度もすみません。 

 ちょっとこのこども広場のことについては、議会

の中でもありましたとおり、かなり利用者数が当初

の計画より減ってるというようなことがあるかと

は思うんですけれども、もう一度しっかりその辺の

経緯っていうか、なぜそういうふうなことが起きて

るのかをお聞かせいただきたいんですけど。 

○委員長（芦田 竹彦） 答弁。 

 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 利用人数の考え方

ですか。 

○委員（田中藤一郎） はい。 

○こども未来課長（若森和歌子） そうですね、当初、

２０１９年度の子育て総合センターアイティ７階

にありました子育て総合センターの利用者数を参

考に８万５，０００という数値を想定したというと

ころがございます。 

 実際、その後に、コロナとか、それからコロナが

長期化したということと、それから、保育料の無償

化っていうのが２０１９年度から始まったんです

けど、実際の無償化の影響は２０２０年度に影響し

ているかなというふうに思っています。 

 それと、小学生まで使える施設ということで設定

していましたので、小学生の見込みっていうのがか

なり大きかったというところが人数の差になって

くるというふうに分析しています。 

○委員長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） こちらのほうも、当初計画さ

れて移転されたことの中で、新人の議員の方もちょ

っと分からないところがあるかと思うので、少しだ

けお話しさせていただきたいと思います。 

 このサロン等々、アイティ４階を取得してそちら

のほうに移転をした経緯の中で、実はアイティさん

の運営の問題がここには物すごく絡んでまして、ど

ういうことかといいますと、アイティ自体は商業施

設があります。その中で、持ち主のさとうさんのほ
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うからは赤字続きなんで撤退及び購入の依頼が来

たというふうな中で、そこの空きスペースのところ

をどういうふうなことでやるかというようなとこ

ろで、ＷＡＣＣＵが来て運営していこうやないかと。

ですので、考え方としまして、アイティ自体、商業

施設を、そういう子供たちが来ることによって、シ

ャワー効果等々で少しでもアイティの運営がつな

がるっていうふうな意味合いで、当初かなりこうい

った議論はしてきた中で進めていた経緯がありま

す。 

 そういった中で、当時の担当の方等々もそれを踏

まえた中で８万５，０００人ですか、いうふうなこ

とを来ていただいて、アイティ自体も運営が少しで

も楽になっていくっていう効果を狙った事業だっ

たというふうに思いますし、現にそういうふうに理

解をしておりますので、減っていって仕方がないと

いうふうなところはあるかとは思うんですけども、

そこはしっかりと運営をどのようにしていくかっ

ていうふうなところはもっともっと知恵を出して、

やはりやった以上はですね。費用対効果っていうお

話もよく聞くんですけれども、自分たちのところは

費用対効果はもう考えなくて、減ってるんでってい

うふうな形で、今後ややもすれば指定管理料の値上

げ等々のお話も出てくるのかなというふうに想像

するんですけれども、そういったところも考えられ

てるのか、ちょっとそこを教えていただきたい。 

○委員長（芦田 竹彦） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 先ほど田中委員が

おっしゃったとおり、４階フロアのほうを取得する

際にかなり議論があったというふうに認識してお

ります。 

 その中で、市が駅前再開発行ってきた、ビルを建

てたという経緯もあること、それからその建物から、

さとうさんですね、さとうさんがアイティからの撤

退というのは市民にとって大きな影響が及んで、そ

のことを望まれていないというところの状況の中

から、４階の床を買うことで駅前を空洞化、廃墟ビ

ルにしないことっていうところが一番の目的だっ

たんじゃないかなというふうに考えています。 

 その際にもかなり議論があったと認識しており

まして、完全な納得というところまでは至ってなか

ったんかなというふうに思っております。 

 そんな中で８万５，０００人っていう数字がすご

く期待された数字になってるのかなと思っていま

す。 

 さっきシャワー効果ということでおっしゃった

んですけれども、ビル内に、４階、それから７階に

市の所有の部分が大きな面積というのを占めてお

りますので、シャワーとして期待されたっていうの

も分かるんですけれども、商業ビルですので、複合

ビルの中に床を持ってらっしゃる店舗さんとかも

やはりしっかりと個々の責任において商売をされ

るということも重要だなというふうに思っていま

す。 

 先ほど市としてどうするのかっていうところで

は、指定管理のほうも、次の補正予算にも上げさせ

ていただいているんですけど、８万５，０００人っ

ていう人数から少なくなってしまったので、その分、

やはり指定管理料の増額はやむを得ないと考えて

いるところです。 

 商業ビルの中にいるっていうところで、どこまで

できるかっていうところがあると思いますが、その

辺りはちょっとバランスを見ながら、一番最初に４

階を買うっていうところになった経緯、駅前を空洞

化、それから廃墟ビルにしないということはやはり

重要だというふうに思ってますので、その辺り、し

っかり市全体でも考えていかないといけないと思

っております。以上です。 

○委員（田中藤一郎） そもそも子供のところに商業

施設の運営の云々っていうのをお話しするのもな

んなんですけども、最初の取っかかりがやはり教育

次長等々が取っかかりの中で、いろんなお話の中で

そういった問題が出てきて、それに向けて解決して

いきたいというふうなところがあるのでちょっと

お話しさせていただいておりますけれども、また、

指定管理料のことにつきましても、４階購入してそ

ういったところまではたしか年間、ぼやっとですけ

ども５，０００万円か６，０００万円ぐらいの指定
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管理料が、４階取得してこういったＷＡＣＣＵを運

営するために、たしかざっと年間１億５，０００万

円近くの指定管理料を毎年アイティの運営のほう

に指定管理料としてお支払いしているんです。 

 なおかつ、そのときにも指定管理料をどうするん

だっていうふうな議論で、そこはもう足らずのとこ

ろは入会者を増やして、そこはしっかりと補うって

いう、ある意味議会との約束の中で話が出てるって

いうところを、やっぱり根本的なところをお忘れに

なられてやられると、なおかつ例えば今後考えられ

る指定管理料はたしか、僕もぼやっとしても１，５

００万円から２，０００万円ぐらいの指定管理料ぐ

らい足らないというような話で、もうアイティの運

営だけに毎年１億五、六千万円使って、なおかつ１，

０００万円や２，０００万円プラスするっていうこ

とは、非常にこれ大きな問題にもなると思うので、

そこはしっかりと、本当にこども未来課の皆さんに

運営のお話しするのはなんなんですけども、やっぱ

り取っかかりがそういったところから来てるって

いうようなところを十分踏まえてほしいんですけ

ど、再度になるんですけど、その辺り、部長のほう

がいいかな。どうでしょうか。 

○委員長（芦田 竹彦） 永井部長。 

○こども未来部長（永井 義久） 指定管理者にお任

せと言いながらも、市も結構今年度につきましては

かなり関与して、どういったことができるだろうか

っていうことをこども未来課との調整を何度もさ

せていただいて、中でもいろんな提案もさせていた

だいています。 

 議論の中で、まだこれから実現できるかどうか分

かりませんけれども、例えばＪＲとのコラボであっ

たり、全但バスとどういったことができるかという

ことも含めて議論もする必要があるかなというふ

うな話もしてますし、提案もさせていただいていま

す。 

 それから、特に平日の利用が少ないということも

あったりして、例えば学Ｐ利用をさらにお願いでき

んかということも中では議論していますし、それか

ら利用の中心が豊岡地域が多くなっていますので、

各振興局エリアのほうから参加いただくためにど

うがいいかということで、例えばですけれども乳児

健診の中で無料券をお配りするとかいうようなア

イデアとか、いろんなことを中で議論しながらでき

るところから進めていこうということですし、特に

今年の状況をご覧いただきましたけれども、８月が

４，６８０ということで、夏休みの平日含めて休み

というところで、これを単純に１２倍したところで

５万６，０００ぐらいです。これが、実績がこれま

でなかったものが見えてきたということですので、

なかなかこれを、頑張っても５万６，０００なんて

とてもいく数字ではないんですけれども、ですから

豊岡市内で頑張れるところを頑張るということを

改めて提案しました以外に、周りのまちにもＰＲし

ていく必要があるっていうことは指定管理者とも

話してますので、いろんな努力を、任せきりになら

ないように、まさに共創といいますか、そういった

ことをさらに進めていって、利用者増につなげたい

んですけれども、人口減というのがありますので難

しいところはあるんですけれども、アンケートの中

で遊具の充実ということが言われていますので、そ

こも含めて少しでもプラスになるような方法は考

えていきたいというふうに思います。 

○委員長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） すみません、長くなりまして。 

 ある豊岡商工会議所の方が、少しお話をする際に、

ちょっとさとうさんも実は運営自体がもうあそこ

は赤字なんだと。より一層それが赤字になれば、近

い将来にまたそういった問題が出てくる可能性が

あると、これははっきり言われてましたんで、どう

いうことかというと、やはり少しでもアイティ商業

施設が子育てとリンクしながらでもどういうふう

にしていくかっていうふうなことは考えていかな

いと、数年後にさとうさんのほうがもう出ていきた

いんだといった場合、また豊岡が何億円も出して買

うのか。あと数年たてば大型修繕費等々も多分出て

くる可能性もありますし、これ申し訳ないんですけ

れども、その財政等々、豊岡のすごく、アイティに

入ることによってリンクしちゃってるっていうふ
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うなところがあるので、例えばそれならば考え方と

して、どうせするんだったら指定管理料をもう少し

増やして、子供の分はもうただにしちゃって、親御

さんにはちょっともらうんだとかして、そうするこ

とによって当初の目的をどれだけ逆に増やせるか

っていう考え方をしないと、多分考え方として、い

や、利用数が少なくなって、補うだけの指定管理料、

これ永遠にするんじゃなくて、やはり子供は子供無

料にしてより多くの人に来てもらう。それが８万人

を超す、１０万人を超すぐらいの勢いで考えるとい

う発想の転換もある意味必要じゃないかなという

ふうに思いますので、そういったことも踏まえた中

で、間に合うのか間に合わないのかちょっと分かん

ないんですけど、そこをしっかりと押さえておいた

中で運営っていうのを考えていただきたいという

ふうに思いますので、部長のほうどうでしょうか。 

○委員長（芦田 竹彦） 永井部長。 

○こども未来部長（永井 義久） 委員おっしゃると

おり、そういう無料化するかどうかということはま

た議論ですけれども、増やすっていうことについて、

無料化がイコールになるかどうかっていうのはも

う少しちょっと研究も要るかなと思っていますし、

利用者のアンケート見ますと、やはり特定の遊具を

幾つか入れてほしいというようなニーズもありま

すので、そのニーズと無料化ということがどうなの

かっていうのはもう少しちょっと議論させていた

だいて、私どももできる限り、満足度の向上プラス

少しでも人数が増えるような努力はさせていただ

きたいというふうには思います。 

○委員（田中藤一郎） 最後、意見だけ。 

○委員長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 例えば平日だけは無料にする

だとか、それをある程度期間的に、全部するんじゃ

なくて例えば３か月なら３か月程度平日は無料に

するだとかいうふうな、どういうふうな、どういっ

たらいいんですかね、サンプルというんか、それを

どういうふうにキャッチしていくかっていうのは

非常に大事やというふうに思いますので、していた

だければなというふうに思いました。意見にしてお

きます。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 意見ですね。 

 ほかありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみません、蛇足になるかも

しれないんですけど、ちょっと知識不足で教えてい

ただきたい。 

 あそこ、アイティ、こども広場など指定管理者は

アイティ開発会社だったか、アイティさんでしたか

どうか。それで、そことは話合いはいろいろされて

ると思うんですけど、数年後に危惧されるんじゃな

くて今現在どういうふうにアイティさんは現状言

われてるか、要望とか要求とかされてないか。今回

のこの利用の変更とか、これにこのアイティさんの

意向は含まれてるのか、市で考えられたものなのか、

その辺りをお聞きしたいと思います。 

○委員長（芦田 竹彦） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 今回、この条例改

正については、アンケートを取りまして、１２時か

ら１時半までの設定があります。その部分が非常に

利用者数が少ないっていうことは、指定管理者であ

るアイティ豊岡都市開発さんも認識されておりま

して、建物自体は１０時からフルオープンなんです

けれども、少しでも早めることができないかってい

うことで協議をさせていただきました。 

 あと、休館日の変更です。これも実際利用されて

る方が、火曜日は図書館が休みで、休みの日が重複

してしまうので、別の日が休みだったらいいのにな

っていうような声を受けて、いかがですかっていう

ことでこちらのほうから提案をさせていただいて、

大丈夫ですよということで今回の条例改正に至り

ました。 

 それから……。 

○委員（須山 泰一） さとうさんとの。 

○こども未来課長（若森和歌子） さとうさんとの、

ごめんなさい。 

○委員（須山 泰一） さとうさんというのか、アイ

ティさんというのか、協議の、現在何か要求や要望

とかされてるようなのか。 
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○こども未来課長（若森和歌子） 要求や要望につき

ましてですね、すみません。 

 やはり人数想定が８万５，０００人で算出してい

ますので、この指定管理料ではどうしても回らない

ので、指定管理料を上げていただきたいということ

を聞いています。 

 実績に応じた利用人数にすること、それから施設

の遊具関係の充実をしていただきたいというよう

な要望は受けているところです。 

○委員長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 今回のこの補正の８号ですか、

ここにこの指定管理料が債務負担行為で出てると

いうことで、それはこれまでより引き上がった額で

出てるっていうことで、認識でよろしいですか。 

○こども未来課長（若森和歌子） 次の補正予算の債

務負担のときにお話ししようとしているんですけ

れども、はい、金額の増額ということで計上させて

いただいています。 

○委員（須山 泰一） はい、分かりました。ありが

とうございます。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。第１３６号議案から第１３８号議

案は、原案のとおり可決すべきものと決定してご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第１３６号議案から第１３８号議案は、いずれ

も原案のとおり可決すべきものと決定をいたしま

した。 

 次に、第１３９号議案、豊岡市立体育施設の設置

及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定

についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 文化・スポーツ振興課、原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） １３７ペ

ージでございます。１３９号議案、豊岡市立体育施

設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例制定についてご説明します。 

 この条例は、総合体育館の大規模改修、それから

機能拡充並びに使用実態、そちらを踏まえて同施設

の使用区分であったり使用料の設定基準等を見直

して、施設の使用者、それから管理者にとっても合

理化を図るというようなことで、持続可能な施設の

管理及び活用のため、改正を行うものでございます。 

 続きまして、１４１ページでございます。条例案

要綱に基づいて説明します。 

 まず、改正の内容のうち、（１）では、使用料の

徴収について、市長が別に納期を定めたときは、施

設の使用を許可するときに一括して徴収すること

を要しないということにします。 

 それから、（２）では、使用区分を各時間帯から

１時間単位に変更すること、それから競技場につき

ましても４分の１面ごとの使用を可能にすること、

それから使用料を現行の基準より引き下げて定め

ることなど、施設の使用に係る見直しを行います。 

 （３）では、その他所要の規定の整理ということ

でございます。 

 次の附則についてですが、（１）で、この条例は、

令和６年４月１日から施行することとし、（２）で

は、この改正に関し、必要な経過措置を定めており

ます。 

 １４２から１４６ページにかけまして新旧対照

表を添付しておりますので、ご清覧をお願いいたし

ます。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき
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ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第１３９議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定をいたしました。 

 次に、第１４４号議案、豊岡市公園の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例制定につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 日高振興局市民福祉課、川端課長。 

○日高振興局市民福祉課長（川端美由紀） それでは、

議案書１８１ページをご覧ください。第１４４号議

案、豊岡市公園の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例制定についてご説明いたします。 

 本案は、本会議で振興局長が説明したとおりです

が、若干補足説明をさせていただきます。 

 同公園の所在地は、豊岡市日高町祢布地内で、市

立歴史博物館の西隣に位置しております。日高地域

の花いっぱい運動の拠点施設として平成４年度に

整備を開始し、現在地へは平成１５年度に移転整備

を行いました。 

 市の公園、豊岡市日高花の基地公園として供用を

開始したのは平成１８年４月からです。整備当初は

ビニールハウス内で花苗を育て、公共施設への供給

などを行っておりました。 

 同公園の維持管理は地域の緑化団体に委託して

おり、草刈り等の維持管理作業のほか、花、樹木の

説明など、園内の案内も業務内容に含まれておりま

す。そのほか、花の寄せ植え教室なども実施してき

ましたが、ここ数年間は新型コロナウイルスの感染

拡大に伴い実施できない状況が続いておりました。 

 そのような中、受託者から業務の継続が難しいと

の相談があったことを機に、市として同公園の存続

の是非について検討をした結果、市内の各所におい

てオープンガーデンショーが開催されるなど、花作

りを通した地域づくりの精神は根づいており、花い

っぱい運動の拠点施設としての役割は終えたと判

断し、廃止するものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第１４４号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、第１４９号議案、豊岡市立小学校及び中学

校の設置に関する条例の一部を改正する条例制定

についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 教育総務課、野﨑参事。 

○教育総務課参事（野﨑 律男） 失礼いたします。 

 議案書の２１１ページをご覧ください。１４９号

議案、豊岡市立小学校及び中学校の設置に関する条

例の一部を改正する条例制定についてご説明をさ

せていただきます。 

 本案は、福住小学校と寺坂小学校の統合に伴いま

して、小学校の設置に関する規定の整備を行おうと

するものです。 

 ２１４ページをご覧ください。条例案の要綱によ

って説明をさせていただきます。 

 改正の内容は、寺坂小学校を廃止することに伴い、

別表を改めるというものです。 

 なお、この附則で、この条例は令和６年４月１日

から施行することとしております。 

 ２１５ページには、新旧対照表を添付しておりま

すので、ご清覧ください。 

 私からの説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 
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 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第１４９号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定をいたしました。 

 次に、第１５０号議案、豊岡市立幼稚園の設置に

関する条例の一部を改正する条例制定についてほ

か１件を一括議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 幼児育成課、吉本課長。 

○幼児育成課長（吉本  努） 議案書は２１７ペー

ジをご覧ください。第１５０号議案、豊岡市立幼稚

園の設置に関する条例の一部を改正する条例につ

いてご説明いたします。 

 本案は、日高幼稚園及び寺坂幼稚園を閉園しよう

とするものです。 

 ２２０ページの条例案要綱をご覧ください。 

 まず、改正の内容につきましては、日高幼稚園及

び寺坂幼稚園を閉園するもので、附則で、この条例

は、令和６年４月１日から施行することといたして

おります。 

 なお、２２１ページに新旧対照表をつけておりま

すので、ご清覧をいただければと思います。 

 続きまして、議案書２２３ページをご覧ください。

第１５１号議案、豊岡市立放課後児童クラブの設置

及び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いてご説明いたします。 

 本案は、日高幼稚園の閉園並びに福住小学校及び

寺坂小学校の統合に伴いまして、日高第２放課後児

童クラブ及び寺坂放課後児童クラブを廃止しよう

とするものです。 

 ２２６ページの条例案要綱をご覧ください。 

 まず、改正の内容につきましては、日高放課後児

童クラブの位置を変更し、日高第２放課後児童クラ

ブ及び寺坂放課後児童クラブを廃止するもので、附

則として、この条例は、令和６年の４月１日から施

行することとしております。 

 なお、２２７ページに新旧対照表をつけておりま

すので、ご清覧をいただければと思います。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。第１５０号議案及び第１５１号議

案は、原案のとおり可決すべきものと決定してご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第１５０号議案及び第１５１号議案は、いず

れも原案のとおり可決すべきものと決定をいたし

ました。 

 次に、第１６４号議案、豊岡市手数料条例の一部

を改正する条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 窓口サービス課、川崎課長。 

○窓口サービス課長（川崎 智朗） それでは、追加

議案書の４７ページをお願いいたします。第１６４

号議案、豊岡市手数料条例の一部を改正する条例制

定についてご説明いたします。 

 本案は、戸籍法の改正に伴い、市外に本籍を有す

る者への戸籍証明書等の交付、電子証明書提供用識

別符号の発行等に係る手数料を規定するため、所要

の改正を行おうとするものです。 

 ５１ページをご覧ください。条例案要綱によりご

説明いたします。 

 １の改正内容ですが、（１）では、戸籍法の改正

に伴い、手数料を徴収する事務として、市外に本籍

を有する者への戸籍及び除籍証明書の交付、オンラ

イン上で行政手続をする際に利用可能な戸籍及び

除籍電子証明書提供のための識別符号、いわゆるパ
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スワードですけども、これの発行、届け書等情報の

内容に係る証明書の交付並びに内容を表示したも

のの閲覧に供する事務を加え、その手数料の額を定

めることとしています。 

 そのほか、所要の規定の整理を行うものです。 

 なお、手数料の額につきましては、地方公共団体

の手数料の標準に関する制定に基づき規定をして

おります。 

 ２の附則において、この条例は、令和６年３月１

日から施行することとしています。 

 ５２ページ以降に新旧対照表を添付しておりま

すので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第１６４号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定をいたしました。 

 次に、第１６５号議案、豊岡市国民健康保険税条

例の一部を改正する条例制定についてを議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、提出議

案書の追加分の５７ページをご覧ください。第１６

５号議案、豊岡市国民健康保険税条例の一部を改正

する条例制定につきましてご説明いたします。 

 本案は、地方税法の改正に伴い、国民健康保険の

被保険者が出産する予定の場合、または出産した場

合において、当該世帯の納税義務者に対して課する

国民健康保険税の所得割額及び被保険者均等割額

を減額するため、所要の改正を行おうとするもので

ございます。 

 ６１ページをご覧ください。条例案要綱によりご

説明いたします。 

 １の改正の内容につきましては、（１）条例第２

１条関係で、国民健康保険税の納税義務者の世帯に

出産被保険者がある場合の当該納税義務者に課す

る所得割額及び被保険者均等割額は、それぞれの規

定により算定した額の１２分の１の額に、当該出産

被保険者の出産予定月の前月、多胎妊娠の場合は３

か月前から出産予定月の翌々月までの期間のうち、

当該年度に属する月数を乗じて得た額を減額して

得た額とすること。 

 （２）条例第２２条の３関係では、出産被保険者

に係る届出に関する規定を設けてございます。 

 ２の附則で、この条例は、令和６年１月１日から

施行することとし、改正後の条例の規定は、令和５

年度分の国民健康保険税のうち、令和６年１月以降

の期間に係るもの及び令和６年度以後の年度分の

国民健康保険税について適用し、令和５年度分の国

民健康保険税のうち、令和５年１２月以前の期間に

係るもの及び令和４年度分までの国民健康保険税

については、なお従前の例によることとしてござい

ます。 

 なお、６２ページ以降に新旧対照表を添付してお

りますので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第１６５号議案は、原案のとおり可決すべき
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ものと決定をいたしました。 

 ここで委員会を暫時休憩をいたします。再開は１

０時４０分。 

   午前１０時３３分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時３９分 分科会開会 

○分科会長（芦田 竹彦） おそろいになりましたの

で、ただいまより文教民生分科会を開会をいたしま

す。 

 まず、第１５２号議案、令和５年度豊岡市一般会

計補正予算（第７号）を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で一気に説明をお

願いをします。 

 なお、説明は歳出、続いて所管に係る歳入、債務

負担行為、最後に地方債の順でお願いをいたします。 

 なお、質疑は全部署の説明が終わった後、一括し

て行います。 

 それでは、くらし創造部から順次説明をお願いを

いたします。 

 くらし創造部生活環境課、宮下課長。 

○生活環境課長（宮下 泰尚） 歳出から説明をいた

します。 

 議案書は２５５ページをお開きください。 

○分科会長（芦田 竹彦） どうぞ。 

○生活環境課長（宮下 泰尚） 上から２枠目の基金

管理費になります。本年８月、但馬空港でアートト

ラックグループ沙弥嘉丸水産というところの主催

によるチャリティーイベントが開催されました。そ

の際の売上げ１０万４，０００円を主催者から交通

安全対策事業で活用していただきたいということ

を申し出ていただきましたので、財政調整基金に積

み立て活用しようとするものです。 

 次に、２６９ページをお開きください。上段２枠

の中ほどになりますが、大気汚染対策事業費です。

県の委託事業としまして、防災センター等に設置さ

れている大気汚染監視局を市で管理しております

が、その委託金が増額されることとなりましたので、

歳出を増額するものです。 

 次に、一番下の枠、塵芥処理事業費です。北但行

政事務組合の２０２２年度の決算がくくられまし

たので、令和５年度構成市町の負担金を精算するも

のです。 

 ただし、この２０２２年度決算と申しましたが、

今年の８月の大雨により北但クリーンパークの入

り口進入路ののり面が崩れたという災害がありま

したので、この復旧工事に係る２，１００万円を一

部仮置きした状態での仮精算ということになって

おります。それを含めたところの精算につきまして

は、この後の追加で提案いたしました８号補正予算

のほうでまた説明させていただきます。 

 ここまでが歳出となります。 

 次に、歳入を１件説明します。 

 ２４７ページをお開きください。一番下になりま

す。大気汚染常時監視網管理委託金１３万円ですが、

先ほど歳出で説明した県の委託金を受け入れるも

のとなっております。 

 最後に、債務負担行為補正を説明いたします。２

３３ページをお開きください。上から７行目になり

ます。指定ごみ袋等作製業務です。近年は原料とな

るナフサの取引価格が安定しないことから、単年度

契約としております。 

 ごみ袋販売店に切れ目なくごみ袋を供給し、市民

の方に販売するという責任がございますので、万が

一製造メーカーが替わった場合に備えるため、準備

期間を考慮し、１月末に入札を行う予定としており

ます。 

 そこから６行及び７行下をご覧ください。最終処

分場の運転維持管理業務及び第２清掃センターの

運転維持管理業務です。どちらも最終処分場という

ことなんですが、継続的に施設を管理していく必要

がありますので、１月末の入札を予定しております。

この２つは、ともに業務内容が酷似しておりますの

で、まとめて入札し、一本で契約する予定としてお

ります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 市民部窓口サービス課、

川崎課長。 

○窓口サービス課長（川崎 智朗） まず、歳出から



 15

です。 

 ２５９ページをご覧ください。 

○分科会長（芦田 竹彦） どうぞ。 

○窓口サービス課長（川崎 智朗） 下の枠の戸籍住

民基本台帳事務費３，１７３万１，０００円です。

戸籍法等の改正により、戸籍や住民票、マイナンバ

ーカード等への記載事項として、氏名の振り仮名が

追加されたことに伴いますシステム改修費用及び

戸籍証明書等の本籍地以外での交付に係るシステ

ムの切替え作業等の費用でございます。 

 続いて、歳入です。 

 ２４５ページをお願いいたします。一番下の枠の

社会保障・税番号制度システム整備費補助金１，８

９２万５，０００円は、氏名の振り仮名記載のため

のシステム改修費用に係る国庫補助金でございま

す。 

 窓口サービス課は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 国保・年金課、恵後原課

長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、所管分

の説明をいたします。 

 まず、歳出からです。 

 ２６１ページをご覧ください。 

○分科会長（芦田 竹彦） どうぞ。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） ページ中ほどより

少し下になります。説明欄の国民健康保険事業特別

会計（事業勘定）繰出金の４０１万６，０００円の

減額につきましては、国民健康保険事業特別会計へ

の職員給与費等繰入金及び財政安定化支援事業繰

入金の減額によるものでございます。 

 同じページの下から３行目、乳幼児等医療費助成

事業費２，３７１万６，０００円と、１枚めくって

いただきました２６３ページ、こども医療費助成事

業費１８７万円のそれぞれの増額につきましては、

いずれも実績見込みによる補正額でございます。 

 これら増額補正を要しました主な理由といたし

ましては、乳幼児医療費助成につきましては、当初

予算編成時の参考データが３歳児までの無料化を

実施して２か月しか経過していない２０２２年８

月診療分までの医療費でございまして、これ以降の

月分の医療費で積算以上の伸びがあったことによ

ります。 

 今年度の実績見込みでは、受診レセプト件数が当

初見込みより年間で約６，５００件増えると見られ

ているため、診察支払い手数料の増額が必要となっ

てございます。 

 また、助成額では、１人当たり助成額が年間約４，

１００円増加すると見ております。 

 そして、こども医療費助成のほうにつきましては、

受給者数や受診レセプト件数は当初見込みと大差

はございませんが、１人当たり助成額が約８３０円

増加する見込みの影響によります。 

 ２６３ページの下から１２行目、後期高齢者医療

事業費負担金２５５万１，０００円の減額につきま

しては、運営主体の兵庫県後期高齢者医療広域連合

に支払う今年度の共通経費負担金の額確定に伴い

まして、不用額を減額するものでございます。 

 また、その３行下の後期高齢者医療事業特別会計

繰出金１２９万７，０００円の減額につきましては、

後期高齢者医療事業特別会計の事務費及び職員給

与費等の繰入金に伴い補正するものでございます。 

 次に、２６７ページ、お願いいたします。２６７

ページの下から３行目、未熟児養育医療助成金３６

２万５，０００円の増額につきましては、対象乳児

の増加見込みによります。 

 歳出は以上でございます。 

 次に、歳入です。 

 ２４５ページをご覧ください。上から３つ目の太

枠、２行目の養育医療事業費負担金１４８万５，０

００円の増額及び２４７ページの２行目の養育医

療事業費負担金７４万２，０００円の増額につきま

しては、先ほど歳出のほうで説明いたしました未熟

児養育医療助成金に係ります国、県の負担金でござ

います。負担割合は、自己負担金を除いた医療費に

対して国２分の１、県４分の１でございます。 

 次に、その１つ下の太枠、１行目です。乳幼児等

医療費助成事業費補助金３８７万５，０００円及び

３行目のこども医療費助成事業費補助金８０万９，
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０００円のそれぞれの増額は、いずれも事業費の増

額に伴い、県基準の助成見込額を基に各事業費の補

助割合により補正するものでございます。 

 続いて、２４９ページの真ん中辺り、地域振興基

金繰入金のうち、１，５３９万円の増額につきまし

ては、乳幼児等医療費及びこども医療費の助成事業

費の市単独部分の無料化を実施するために繰り入

れるものでございます。 

 次の２５１ページの上から１１行目の兵庫県後

期高齢者医療広域連合補助金８万円は、被保険者証

の年次更新時での郵送宛名バーコード読み込み不

良によります、その対応にかかりました経費相当額

を広域連合から補助を受けるものでございます。 

 その４行下の後期高齢者医療広域連合負担金返

納金５，２２９万４，０００円につきましては、前

年度に後期高齢者医療広域連合に支払った療養給

付費等負担金が確定しましたことによりまして、精

算返還金を受け入れるものでございます。 

 市民部は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 健康福祉部社会福祉課、

丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） まず、歳出からご説

明いたします。 

 ２６０ページの社会福祉総務費の右側のページ

になりますが、２６１ページの説明欄をご覧くださ

い。上から２つ目の表になります。 

 １つ目の升の１１行目、福祉事務所費のうち福祉

総合システム改修業務に係ります業務委託料２６

０万４，０００円でございます。こちらは令和６年

度に実施予定の障害福祉サービスに係る報酬の改

定に伴いまして、必要となります市のシステム改修

に要する費用について計上するものでございます。 

 なお、その財源は国庫補助金が２分の１となって

おります。 

 同じページ、次の升になります。北但広域療育セ

ンター管理費のうちの指定管理料１００万円の減

でございます。こちらにつきましては、国のエネル

ギー価格高騰対策である電気・ガス価格激変緩和対

策事業の実施によりまして、当初の見込みよりも施

設管理に係る光熱費の減少が見込まれることから、

エネルギー価格の増嵩を見込んで予算計上してお

りました指定管理料につきまして、国の支援により

減少する金額相当分について減額をするものでご

ざいます。 

 その次の升になります。豊岡隣保館事業費の６万

３，０００円、出石隣保館事業費の２万２，０００

円の減額につきましても、同様の理由によりそれぞ

れ市の直営施設の光熱水費についても減額するも

のでございます。 

 次に、２６３ページをご覧ください。上の表の３

つ目の枠、障害者（児）医療給付費事業費の７５６

万４，０００円の増につきましては、令和４年度の

実績確定によります国庫負担金の返納金を計上を

しております。 

 次に、歳入についてご説明をさせていただきます。 

 ２４５ページをご覧ください。上から３つ目の表

の一番上になります。特別障害者手当等給付費負担

金２８万４，０００円ですが、先ほど説明をさせて

いただきました令和４年度分の実績確定によりま

して、不足する特別障害者手当等給付費負担金を過

年度分として収入をするものでございます。 

 その下の表になります。２つ目の升ですが、障害

者総合支援事業費補助金１３０万１，０００円です

が、こちらが先ほどご説明させていただきました福

祉総合システム改修業務の国庫負担分でございま

す。２７０万４，０００円の２分の１ということで

ございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 高年介護課、和田参事。 

○高年介護課参事（和田 征之） まず、歳出でござ

います。 

 ２６３ページをお願いします。上段の表説明欄２

枠目、竹野多目的屋内運動広場管理費２万円の減額

です。 

 また、その下、３行下、但東健康増進センター管

理費３万３，０００円の減額は、当初予算におきま

して近年の電気料金の高騰を見込んで計上してお

りましたが、国の施策の電気価格激変緩和対策事業
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が予定より延長されたということによりまして、実

績に合わせて電気料金を減額するというものでご

ざいます。 

 同じページの下の表１枠目、上から１１行目、介

護保険事業特別会計繰出金１９８万２，０００円は、

後ほど第１５６号議案でご説明申し上げますけど

も、介護保険事業の特別会計への補正予算の一般会

計繰入金でございます。 

 その下の枠、外出支援サービス助成事業９５５万

円です。この事業につきましては、身体的な理由に

より公共交通機関の利用が困難な方等が介護タク

シーで通院をされた場合におきまして、その運賃の

一部を助成するものでございます。 

 当初予算額５，６４６万８，０００円に対しまし

て９５５万円を増額し、補正後の額を６，６０１万

１，０００円とするものでございます。主に人工透

析患者に対する助成の増額、また、介護タクシーの

運賃基準が１１月２０日に改定されたことによる

ものでございます。 

 その下の枠、老人保護措置事業費１，０５７万９，

０００円の減額です。養護老人ホーム、特別養護老

人ホームに入所されてる方の措置費用につきまし

て、実績見込みにより減額するものでございます。 

 その下の枠、長寿園管理費１５８万１，０００円

でございます。９月に実施しました特定建物定期調

査及び消防用設備点検におきまして、非常用灯照明

設備、非常用の照明設備の不良が判明したことによ

り修繕を行おうとするものでございます。 

 次に、２６５ページをお願いします。上段の表、

説明欄、民間老人福祉助成事業費２億９，２０２万

円です。この増額につきましては、１つの介護施設

が、新型コロナウイルス感染防止対策としてウイル

スが室外に漏れないよう居室に陰圧装置を設置し、

室内を陰圧化するという工事を行おうとするもの

でございます。その整備事業につきまして、事業所

に補助金として交付します。 

 なお、この事業、工事に対する補助金につきまし

ては県の全額補助で、既に県からは内示をいただい

ているところでございます。 

 続いて、歳入です。 

 ２４５ページをお願いします。上から２番目の表、

老人福祉法第２８条収入７９万５，０００円の減額

です。この減額は、先ほど歳出でご説明申し上げま

した老人保護措置事業費の実績見込みによる減額

でございます。 

 続いて、２４７ページをお願いします。中段の表、

説明欄の上から２枠目、地域介護拠点整備事業費補

助金２億９，２０２万円です。この増額も先ほど歳

出のほうで説明しました民間老人福祉施設助成事

業費として陰圧装置を整備する介護施設に対する

補助金で、１００％の県補助率となっております。 

 高年介護課の説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、２６１ペ

ージをお願いします。真ん中の枠の一番下になりま

す。国民健康保険事業特別会計（直診勘定）繰出金

１３万１，０００円ですが、一般会計からの繰出金

になります。 

 次に、２６７ページをお願いします。一番下の枠

になります。その枠の上から２行目、業務委託料で

すが、すこやか市民健診の委託料について今年度の

実施見込みから減額を行うものです。 

 そこから３つ下の国庫補助金返納金ですが、がん

検診の受診促進事業の昨年度事業の精算に伴う返

納金になります。 

 その下、後期高齢者医療広域連合補助金返納金で

すが、健康診査事業などの昨年度事業の精算に伴う

返納金になります。 

 次に、２６９ページをお願いします。一番上の枠

の高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業

費の返還金は、昨年度に実施した事業の精算に伴う

返納金になります。 

 その下の枠、人件費ですが、インフルエンザの流

行により昨年に比べまして予防接種をされる人数

が増加することが予想されます。それに伴い、予防

接種された方のデータを入力する作業も増えます

ので、そのための人件費を増額するものです。 

 その下、予防接種事業費の国庫補助金返納金は、
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風疹に対する追加対策で、昨年度に実施した事業の

精算に伴う返納金になります。 

 そこから３枠下です。公立豊岡病院組合負担金は、

但馬こうのとり周産期医療センターとドクターカ

ーの負担金の確定に伴う減額になります。 

 その下、地域医療対策事業費は、小児救急の電話

相談事業の負担金の確定に伴う減額になります。 

 その下の枠、診療所事業特別会計繰出金は、一般

会計からの繰り出しについて減額することになり

ます。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入ですが、２４９ページをお願いします。

一番上になります。一般寄附金になりますが、これ

のうち３１万９，５００円が明治安田生命保険総合

会社から私の地元応援募金として寄附していただ

いた金額が入っております。 

 一番下の枠の各種検診弁償金ですが、すこやか市

民健診業務の実施見込みから個人負担分を減額す

るものです。 

 次に、２３３ページをお願いします。債務負担行

為の補正ですが、上から１２番目、ちょうど真ん中

辺りになります。すこやか市民健診業務について、

健診委託業者などの手配が必要なため、債務負担を

行うものです。 

 健康福祉部の説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） こども未来部こども未来

課、若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） ２６５ページにな

ります。中ほどになります。児童福祉総務費です。

児童福祉総務費の業務委託料２０６万９，０００円

の減額です。これは計画期間が２０２４年度で終了

します第２期子ども・子育て支援事業計画の次の第

３期の策定費用として当初予算に計上していまし

たが、第３期子ども・子育て支援事業計画について

はこども計画に包含して策定することにしたため、

今年度中に実施する就学前と小学生児童の世帯の

世帯アンケートの設計と発送に係る委託料だけを

残して減額するものです。現計予算の委託料３００

万円を２０６万９，０００円減額するものになって

います。 

 このアンケートにつきましては、こども計画の策

定業務に移行するもので、こども計画については一

連の計画として策定する必要があるため、この後、

こども計画の策定に係る費用については債務負担

のほうで上げておりまして、債務負担については後

で説明をさせていただきます。 

 同じく２６５ページのちょっと下になります。子

育てセンター管理費８万円の減額です。これは竹野

子育てセンターの電気料金で、今後の執行見込みを

踏まえて８万円減額するものです。 

 次に、２６７ページになります。母子保健事業費

です。下から４行目、妊婦健康診査費助成金になり

ます。今後の執行見込みを勘案して４７８万１，０

００円を減額するものです。 

 その下、特定不妊治療生殖補助医療費の助成金に

ついても、今後の執行見込みを勘案して１８１万５，

０００円減額するものです。 

 最後、２６７ページの下の行、国庫負担金等精算

の返納金です。２０２２年度の母子保健衛生費国庫

補助金の精算により差額の７万６，０００円を返納

するものです。 

 次に、債務負担行為の説明をいたします。 

 ２３３ページの第２表、債務負担行為の補正のほ

うをご覧ください。真ん中辺りになります。こども

計画の策定業務になります。市では、こども基本法

で規定されていますこども計画について来年度中

に策定したいというふうに考えております。市町村

のこども計画の策定は努力義務となっていますけ

れども、子ども・若者計画、それから子どもの貧困

対策、子ども・子育て支援事業計画の３つの計画を

包含する計画として策定したいというふうに考え

ております。 

 先ほど予算のほうで今年度は子育て世帯へのア

ンケートの発送までを実施すると申し上げました

が、このこども計画の調査として一部を先行して実

施するもので、２０２４年度以降に行う業務につい

ては子育て世帯アンケートの分析、それから小・中

学生のアンケートや若者アンケートの実施や分析
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などを行った上で、こども計画の策定を目指したい

というふうに考えております。 

 したがいまして、一連の業務として実施するため、

２０２４年度に債務負担として１，０７８万５，０

００円の設定をしたいと考えています。 

 それに伴いまして、２３４ページの中ほど、廃止

の欄で、第３期子ども・子育て支援事業計画の費用

の全額を廃止させていただいているところです。 

 次に、２３４ページの上から２行目になります。

市民交流広場及びこども広場の指定管理料の債務

負担です。令和６年度、２０２４年度から２０２６

年度までの３年間の指定管理料６，６７３万８，０

００円を計上しております。 

 市民交流広場及びこども広場については、２０２

２年の３月２７日にオープンした施設になります

が、オープン以降、指定管理者制度を導入しており

ます。指定管理期間が今年度で終了するため、以後

の指定管理制度での施設の管理を行うための３年

間の債務負担の設定になります。 

 指定管理料は３年分で設定をしており、年度ごと

に少し金額が異なりますけれども、１年間平均する

と２，２２４万６，０００円となっています。２０

２３年度の指定管理料については１，３７１万９，

０００円でしたので、今年度の指定管理料と比較し

て１年間で８５２万７，０００円の増額となってい

ます。 

 少し時間をいただきまして補足説明をさせてい

ただきます。市民交流広場とこども広場の指定管理

料は、利用料金制を導入しておりまして、基本的に

利用料金の収入と管理運営経費の差額を指定管理

料として積算をしております。使用料の収入につい

ては、学習室の使用料とこども広場の使用料があり

ます。 

 先ほどもありましたが、こども広場の利用料金に

ついては、約８万５，０００人の利用者で１，９７

９万円、使用料についてはそれだけの金額を見込ん

でいたんですけれども、これまでの利用者の実績な

どを考慮して、今後３年間、１年間平均で約３万３，

０００人の利用というふうに見込んでおります。そ

のため、こども広場の使用料が１年間当たり７９７

万５，０００円というふうに見込むのが実績を踏ま

えた数値になるというふうに考えています。 

 こども広場の入場料では、単年度当たり１，１８

１万５，０００円の減額となりまして、学習室につ

いては２７万１，０００円の減額、合計１，２０８

万６，０００円の減額となります。 

 次に、支出分になります。 

 管理運営経費で、人件費、それから運営費などの

費用になっています。３年間で９，２２０万１，０

００円、１年平均にしたら３，０７３万４，０００

円と積算しています。 

 単年度の支出のほうで比較しましたら、今後の年

平均が３，０７３万４，０００円と、２０２３年度

の経費３，４２９万３，０００円と比較して３５５

万９，０００円の減額となっています。必要額につ

いては見直しを行って、結果的に減額が発生してい

る状況になっています。 

 大ざっぱな言い方になりますが、使用料収入が減

額となった分、経費の見直しを行いましたが、やは

り今後の施設の安全で安定的な運営を図るために、

やむを得ず指定管理料、年平均８５２万７，０００

円の増額をお願いするものです。以上です。 

 こども未来部からは以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 観光文化部文化・スポー

ツ振興課、原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 私から、

スポーツのほうの関係のほうを先に説明させてい

ただきます。 

 歳出でございますが、議案書の２８７ページでご

ざいます。下から２枠目から文化・スポーツ振興課

ということなんですけども、２８９ページ２枠目ま

でが当課所管なんですが、いずれも補助金額の確定

だったり、入札減によるもので減額しているものっ

ていうようなことが主なものになってございます。 

 また、歳入につきましては、変更はございません。 

 次に、債務負担行為補正のほうでございます。 

 ２３４ページです。上から４行目、市民体育館の

指定管理料につきましては、先ほど説明させていた
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だいてご承認いただきました指定期間延長に係る

ものでございます。 

 それから、玄武洞スポーツ公園の指定管理料でご

ざいますが、こちらは先ほど１１８号議案でご承認

いただいた関係の指定管理料でございます。 

 それから、そのページの下から３行目から下まで

ですかね、出石の海洋センター指定管理料っていう

のから出石総合スポーツセンターの野球場の指定

管理料というのがございますが、こちらにつきまし

ては、資産活用課が一括による、一括契約となるよ

うな経費、自動ドアだったり、消防設備だったり、

電気保安業務だったりとかの点検費用なんかが今

言いました資産活用課一括契約になりますもので、

経費としてそれを控除したため変更したものでご

ざいます。 

 スポーツのほうからは以上でございます。 

 続きまして、文化芸術のほうです。 

○分科会長（芦田 竹彦） 大岸参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（大岸 勝也） それで

は、文化芸術部門の説明をさせていただきます。 

 まずは歳出です。 

 ２５５ページをお開きください。説明欄中段、財

政調整基金の積立て２５万４，０００円のうち、１

５万円の増額です。市内の団体から社会教育事業に

対する寄附がありましたものを、財政調整基金へ積

み立てるものです。 

 次に、同じく２５５ページ、３段目、城崎国際ア

ートセンター管理費です。自家発電設備の故障によ

ります機器の修繕費です。工事監理費として２３３

万９，０００円、工事費といたしまして３，４９２

万４，０００円を計上いたしております。 

 続きまして、歳入です。 

 ２４９ページをお開きください。上段の４項目、

社会教育費寄附金１５万円の増額です。内容につき

ましては、先ほど歳出の冒頭に申し上げました市内

団体からの寄附分となります。 

 次に、２５１ページをお開きください。下段の一

番上、市債の総務管理費３，７２０万円です。内容

は城崎国際アートセンター自家発電設備の工事に

係る財源といたしまして、過疎債を充当いたしてお

ります。 

 続きまして、債務負担行為です。 

 ２３３ページをお開きください。８段目、子ども

たちが豊岡で世界と出会う音楽祭事業として１，０

００万円を計上いたしております。 

 さらに、１段下、文化芸術創造交流事業２７万７，

０００円です。市の文化芸術事業を一つにまとめて

広報する豊岡アートシーズンの取組ですが、その総

合パンフレットの作成費として計上いたしており

ます。 

 同じく２３３ページ、一番下の段です。市民会館

等自主事業１，７３３万２，０００円です。２４年

度の市民会館自主事業の予算です。来年度早々に事

業実施に取りかかれるよう、今年度から準備に着手

しなければならないため、計上いたしておるもので

す。 

 説明は以上です。 

 これで観光文化部の説明を終わります。 

○分科会長（芦田 竹彦） 教育委員会教育総務課、

木之瀬課長。 

○教育総務課長（木之瀬晋弥） それでは、教育委員

会教育総務課分をご説明いたします。 

 初めに、歳出でございます。 

 議案書２５５ページをお開きください。上から２

つ目の枠、上から３行目でございます。財産管理費

でございます。このうち光熱水費の５３万円の減額

が教育総務課分になります。これは、旧高橋小学校

につきまして地元地区の利用希望がなかったこと

から、光熱水費の不用額を減額するものでございま

す。 

 次に、２６７ページをお開きください。上の表、

上から１１行目、保育所管理費でございます。こち

らも保育所、認定こども園の光熱水費の不用額を２

２万４，０００円減額するものでございます。 

 続きまして、２８３ページをお開きください。上

の表、上の枠の中ほどになります。小学校の学校施

設管理費でございます。このうち消耗品から機器借

り上げ料までは、福住小学校と寺坂小学校の統合に
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伴う閉校式や物品の移設、処分に関する費用でござ

います。計３３５万８，０００円を計上いたしてお

ります。 

 次に、土地購入費につきましては、弘道小学校の

借地の購入における不用額８５万９，０００円を減

額するものでございます。 

 次に、その下でございます。小学校の学校施設整

備事業費と２８５ページの上の表の２枠目、中学校

の学校施設整備事業費の関係でございます。こちら

はいずれも竹野地域の小中一貫校開設に係る改修

工事の設計業務の不用額を減額するものでござい

ます。小学校費で１，３２０万円、中学校費で１，

０７０万円の計２，３９０万円を減額いたします。 

 次に、２８５ページの真ん中の表をお願いいたし

ます。下から３行目、幼稚園施設管理費でございま

す。光熱水費につきましては不用額２５万３，００

０円を減額するものでございます。手数料につきま

しては、今年度末で閉園いたします日高幼稚園の夜

間警備の機械の撤去費用として４万５，０００円を

計上するものでございます。 

 続きまして、歳入でございます。 

 ２４８ページ、２４９ページをお開きください。

一番上の表、２枠目、児童福祉事業費寄附金１００

万円でございます。これは市内企業からの寄附金で

ございます。 

 その下の枠、小学校費の寄附金の施設整備寄附金

１０万円でございます。こちらは市外企業からの寄

附金でございます。従業員のお子さんの通っておら

れる小学校に対して寄附がございました。 

 その下の枠、中学校費寄附金の施設整備費寄附金

１００万円でございます。こちらは市内企業からの

寄附金でございます。 

 これら寄附金の使途につきましては、この後、幼

児育成課、学校教育課から歳出予算の説明をさせて

いただきます。 

 次に、２５１ページをお開きください。一番下の

枠、公立小学校整備事業債と、次、２５３ページの

２枠目になります。公立中学校整備事業債につきま

しては、歳出で説明いたしました竹野地域小中一貫

校の設計業務の不用額減額に伴い、市債の額を減額

するものでございます。 

 次に、債務負担でございます。２３３ページをお

開きください。上から１１行目、真ん中辺りになり

ます。西保育園の空調設備更新でございます。こち

らは老朽化した空調設備を来年夏までに更新する

ために債務負担を設定するもので、金額は３，８３

３万２，０００円でございます。 

 次に、下から３行目、五荘小学校ほかプール修繕

でございます。こちらも来年の夏までに修繕を完了

するため債務負担を設定するもので、金額は１７３

万３，０００円でございます。 

 次に、その下でございます。三江小学校ほか空調

設備移設事業でございます。来年度、特別支援学級

が増設される予定の３小学校について、閉校になっ

た小学校の空調設備を来年夏までに移設するため、

債務負担を設定するものでございます。金額は１８

０万８，０００円でございます。 

 次に、地方債補正でございます。２３５ページを

お開きください。変更の表になります。下から５行

目と３行目、公立小学校整備事業債と公立中学校整

備事業債でございますが、これらは先ほど説明いた

しました竹野地域小中一貫校の設計業務の減額に

係る変更でございます。 

 教育総務課分は以上でございます。 

○分科会長（芦田 竹彦） 学校教育課、寺坂課長。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） まず、歳出について

説明いたします。 

 ２８３ページをご覧ください。中ほどの枠内にあ

ります小学校費の学校運営事業費ですが、こちら寄

附者からの希望により、日高小学校において学校備

品を購入するためのものとなっております。 

 続いて、２８５ページをご覧ください。こちらは

中学校費、学校運営事業費ですが、これも寄附者か

らの希望により豊岡南中学校において学校備品を

購入するためのものです。 

 次に、債務負担行為について説明いたします。 

 ２３３ページをご覧ください。下から４枠目にあ

ります通学バス運行管理業務ですが、こちらは竹野
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中学校と中筋小学校における遠距離通学児の交通

手段確保のため運行委託を行うもので、１６９万８，

０００円を計上いたしております。 

 学校教育課からは以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 幼児育成課、吉本課長。 

○幼児育成課長（吉本  努） まず、歳出、２６５

ページをご覧ください。２６５ページ、下の表の１

枠目、下から５行目になります。児童福祉総務費の

うち、国県負担金等精算返納金７３万８，０００円

を計上させていただいています。これは２０２１年

度の施設給付費に対する実績報告の修正に伴いま

して、国県負担金の精算処理を行おうとするもので

ございます。 

 次に、２枠目の放課後児童健全育成事業費です。

まず光熱水費ですが、実績見込みに伴いまして３０

万８，０００円を減額しようとするものです。 

 続きまして、事業用の備品ということで、６１万

１，０００円を計上させていただいています。これ

は、先ほど説明がありました企業からの寄附を受け

まして、放課後児童クラブの備品を購入しようとす

るものでございます。 

 続きまして、３枠目の１行目、私立保育園等振興

事業費３７万３，０００円の減額でございます。こ

ちらは、託児保育者に対して補助という形でしてお

りましたけれども、市内にございましたわかば保育

園３月の末で閉所いたしまして、それに対する補助

分を減額するものでございます。 

 続きまして、その下の４行目、就学前教育保育施

設整備事業費です。こちら１，０４７万２，０００

円を減額するものです。これは蓼川保育園の認定こ

ども園への移行に伴います施設整備費補助金で、入

札による工事費の減額に伴いまして補助金を減額

しようとするものでございます。 

 続きまして、２６７ページをご覧ください。２６

７ページの上の表の下から５行目になります。児童

保育運営事業費３９万２，０００円です。こちらの

ほう、公立園の備品を購入しようということで計上

をさせていただいております。 

 その下、病児・病後児保育事業費です。こちら１

００万５，０００円を計上させていただいてます。

病児の育児事業につきましては、チャイルド・ケア

センターで事業委託という形で現在事業を行って

おります。このたびこども家庭庁が、当日キャンセ

ルをする場合に職員の人件費分について補填をす

るという新たな加算を事業化したため、新たにこの

補助制度を新設しようとするものでございます。 

 続きまして、２８１ページをご覧ください。一番

下にあります認定こども園の運営事業費９２万６，

０００円を減額しようとするものです。これは竹野

認定こども園の通園の専用車両を借り上げるため

に予算計上しておりましたが、現在利用者がないと

いうことで減額しようとするものです。 

 続いて、歳入です。 

 ２４５ページをご覧ください。２４５ページ、一

番下の表の３段目、病児・病後児保育事業費補助金

です。先ほど説明しました新たな制度ということで、

国が３分の１、県が３分の１という補助率になって

おりますので、国の補助分３３万５，０００円を計

上させていただいています。 

 続きまして、就学前教育・保育施設整備交付金で

す。１，２３８万８，０００円になります。こちら

は国の補助要綱の改正がありまして、先ほど全体と

しては減額という形になりましたが、国庫補助金が

増額となるような形に改正になりまして、そちらの

増額分ということで計上をさせていただいており

ます。 

 続いて、２４７ページの真ん中の表になります。

３段目、病児・病後児保育事業補助金です。先ほど

説明した県の分の３分の１ということで、３３万５，

０００円を計上させていただいています。 

 続きまして、２５１ページ、上の表の２段目の下

から５行目になると思います。私立認定こども園等

施設型給付費の返納金ということで、９９万３，０

００円を計上させていただいています。これは先ほ

ど歳出で説明いたしました施設給付費の精算に伴

いまして、該当する園からの返納金ということで計

上させていただいています。 

 次に、その下の表の２段目です。児童福祉施設整
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備事業債２，１７０万円を減額するものです。蓼川

保育園の認定こども園への移行に伴う施設整備費

につきまして、整備工事費の減額に伴いまして地方

債を減額するものでございます。 

 次に、地方債補正です。２３５ページをご覧くだ

さい。２３５ページの２行目、児童福祉施設整備事

業債のうちの３行目、（仮称）認定こども園の分に

なります。これは先ほど説明した認定こども園の施

設整備費につきまして、整備工事費が減額となった

ため、限度額１億４６０万円を２，１７０万円減額

し、８，２９０万円とするものでございます。 

 幼児育成課からの説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 社会教育課、旭課長。 

○社会教育課長（旭  和則） 議案書は２３４ペー

ジをお願いいたします。第２表、債務負担行為補正

のうち、上から３つ目の項目、生涯学習サロン指定

管理料につきましては、令和６年度から令和１０年

度までの５年間の指定管理料について、限度額１，

０４５万５，０００円を設定するものでございます。 

 以上で教育委員会のほう、説明を終わります。 

○分科会長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） すみません。何点かお願いを

いたします。 

 まず、城崎国際アートセンターのところですけど

も、自家発電が壊れたっていうことなんですけど、

そもそもその自家発電が要るのかどうかっていう

ふうなとこら辺はいかがなんでしょうか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 大岸参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（大岸 勝也） ４階建

ての建物ですので、自家発が消防法上必ず必要とい

うことで整備のほうを検討いたしております。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） あと、よく聞くのが、事前に

どれぐらい、修理等と、壊れるまでのところで修繕

だったり改良だったりっていうふうなことが意外

とおろそかになって、壊れてから一遍に直しちゃう

とかいうふうなお話もちょくちょく聞くんですけ

ども、その辺りの経過はしっかりとやられてたんで

しょうか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 大岸参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（大岸 勝也） 昨年度

の消防の設備点検時に初めて指摘を受けたもので

す。それまでに至っては、順調に何もなく通常どお

り動いていたということでお聞きいたしておりま

す。 

○委員（田中藤一郎） 分かりました。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） それと、市民会館の自主事業

のほうで１，７００万円ほど出てますけれども、こ

れって年間どれぐらいの事業をされてるのか、そし

て、教えてほしいのは、年間はどれぐらいの事業費

でやられてるのか、その辺りの経過をちょっと教え

ていただけますか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 大岸参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（大岸 勝也） 基本的

には、大体例年どおりでいきますと１，５００万円

か、多いときで１，７００万円、８００万円で、少

ないときは１，２００万円で、大体年間１０事業を

自主事業として組んでます。 

 来年度、２０２４年度に関しましては、９事業を

予定いたしております。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） ちょっと何で聞くのかってい

うと、今豊岡市の中では新文化会館の問題があって、

そういった会館ができて、ある意味、今ある市民会

館の自主事業が年間どれぐらいやられてどれぐら

いの費用が要ってっていうふうなことは、今後の中

ではちょっと考えていかなければならないとか、要

は新文化会館建てたはええけども、年１０回ぐらい

の自主事業で、建てる必要性というか、本当に市民

が求められているようなことがあるのかどうかっ

ていうようなところがあるんですけれども、極端、

答えれるのかどうかちょっと分かんないんですけ

ども、今後はどういった事業計画、例年どおりを進

めていくっていうふうな考え方なんでしょうか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 大岸参事。 
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○文化・スポーツ振興課参事（大岸 勝也） 現在、

新文化会館の管理運営計画をつくって、策定してお

るんですが、その中でも市民ワークショップですと

か委員会のほうでもませていただいておりまして、

大体同じぐらいの規模でやっていければいいなと

いうのは思っております。 

 ただ、内容に関しましてはできるだけ市民さんの

ご要望というんですか、ご意向を反映しながら選ん

でいきたいなと思ってます。 

 今、自主事業、９事業、大体年間１０事業と言い

ましたけども、これはあくまでも市民会館が自主的

に開催する事業でありまして、これにプラスしまし

て当然貸し館事業っていうのがかなりの数入って

きますので、ちょっと今資料を持ち合わせてません

ので貸し館事業がどれぐらい入ってくるかってい

うのが分からないんですけども、例えば文化協会さ

んの芸能祭ですとかっていうのも当然貸し館事業

になってきますし、それから国交省さんがやられる

ような北近畿道促進大会みたいなのも貸し館事業

に入ってきますので、そういったことを考えますと、

ほぼほぼずっと埋まって、年間事業的には、ホール

は埋まっていくような形になるのかなというふう

に考えております。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） それでしたら、どれぐらい出

てるのか、また資料をお願いしたいと思うんですけ

ど、委員長からお願いできればなというふうに思っ

ております。 

 それから、もう１点だけ、すみません、何回も。

アイティのところの、先ほどもちょっとお話しさせ

ていただきましたけども、今回、指定管理料を上げ

るというふうな中で、目標の８万５，０００人はな

かなか厳しいのかなというようなところなんです

けど、例えば、その減ってる、想定されている以上

に来られて、入場料がかなり増えてきたっていうふ

うな入場料に対しての考え方は、そのままそこの指

定管理者の方に使ってもらうのか、それとも何か手

だてを考えられてるのか、ちょっとその１点だけ確

認して教えてください。 

○分科会長（芦田 竹彦） 若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 収入が想定より大

きくなった場合ということですけれども、収入額を

大きく上回った場合については、計算式がありまし

て、算定した額を市と指定管理者で分配するという

ような取決めで行っています。想定よりも少なくな

った場合っていうのは、指定管理者のほうでという

ことになっております。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） プラスになるのか、マイナス

になるのか、マイナスにぶれた場合は、またちょっ

と問題になるのかなというふうに思うんですけど、

先ほどお話ししましたとおり、いろんな事情の中で

ここがつくられて運営されているっていうことな

ので、一人でも多くの方が来ていただいて、ある意

味、商業施設としてのアイティの運営の一助となる

ようにしていただきたいと思います。この点もまた

いろいろとお話を聞くと思いますけれども、よろし

くお願いします。意見で。 

○分科会長（芦田 竹彦） 先ほどの資料については、

各委員にということで、配付をまたお願いしたいと

思います。 

 ほかに質疑ありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみません、まず２つ教えて

いただきたいですけど、通学バスの債務負担行為で

したか、竹野中学校と中筋小学校の分が計上されて

るってあったんですけど、ここに出てるのがその２

つっていうのはなぜか教えていただきたい。 

 それから、施設整備費の削減というとこで、蓼川

こども園ですか、２，０００万円減額ってなってた

と思うんですけど、それはどういう中身か教えてい

ただきたいです。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 吉谷参事。 

○学校教育課参事（吉谷 孝憲） ここに上げてます

スクールバスでございますけれども、まず中筋小学

校でございますが、実際にバスを走らせるというよ

りは、通学距離が長くなりますお子さんといいます

か、新たに１名小学生が入ってこられて、通学バス
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の距離ではあるんですけれども、その通学バスとい

いますか、路線バスの時間帯が合わないということ

になりますので、タクシーを走らせるためにここに

計上させていただいてるものでございます。 

 また、竹野中学校でございますけれども、土曜日

等々の部活動の送迎のために、またこれも同じよう

にタクシーをあつらえるために計上させていただ

いてる費用でございます。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 吉本課長。 

○幼児育成課長（吉本  努） 私からは、蓼川保育

園の整備の関係についてお答えをさせていただき

ます。 

 当初の設計金額については、本体工事分と防犯工

事分と２つに分かれておりまして、そちらのほうを

それぞれ入札を行い、その入札減によりトータルと

して１，０００万円ほど減額になったというもので

ございます。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。 

 なら、中筋小と竹野中のがここで取り上げて、１

６９万円ですか、出とるっていうのは、これは普通

の市内いろんなとこで走っとるスクールバスとは

ちょっと違うということで、別の枠でこれは計上さ

れてるというふうに認識しましたけど、それでよろ

しいですか。 

○分科会長（芦田 竹彦） 吉谷参事。 

○学校教育課参事（吉谷 孝憲） そのとおりでござ

います。 

○分科会長（芦田 竹彦） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。 

 それと、さっき条例改正でしたかの中で出た市民

広場、こども広場関連の指定管理料の引上げのこと

については、中身は以前資料も頂いたんで、分かり

ます。利用者は８万５，０００人から３万３，００

０人と見込みを見直して、利用料の収入を１，２０

０万円減、管理運営費を３５５万円減と想定して、

約８５０万円でしたか、年間の指定管理料を上げる

ということでしたけど、これ３年の指定管理料がこ

うやって８５０万円年間当たり上がるんだと説明

していただいたら分かるんですけど、毎年の比較で

も去年と今年が上がってても、それ言われなかった

ら分からへんし、ましてこの３年間の指定管理料が

出てる場合、そうやって言ってもらえれば分かるけ

ど、そうじゃなかったらなかなか分からんもんです

けど、ここが今回年間８５０万円これから上げるん

だというのの、この特殊性というか、特別性が分か

らないんですね。こういうことが一般的に、これは

指定管理者の要望によってこういうふうに上げる

ということはよくあることなんでしょうか。それで、

そういう場合は、きちんと報告されて判断できるよ

うになってるんでしょうか。その辺り、当局の方で

も先輩委員の方でもできたら教えていただきたい

んですが、いかがでしょうか。どうなんでしょう。 

○分科会長（芦田 竹彦） 今のはどういうことです

か。 

○委員（須山 泰一） じゃあ、ちょっと別の言い方

で。 

○分科会長（芦田 竹彦） 質問の仕方をちょっと変

えてください。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） この今回の債務負担行為の中

に出てる指定管理料で、今年までに比べて来年以降

引き上げるというのはほかにもございますか。あれ

ば教えていただきたい。 

○分科会長（芦田 竹彦） 旭課長。 

○社会教育課長（旭  和則） 指定管理料が増額に

なるかというご質問でよろしかったでしょうか。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○社会教育課長（旭  和則） 生涯学習サロンの指

定管理料につきましては、今回初めての更新といい

ますか、２０２１年の６月にオープンしまして一旦

指定管理期間が終わりますが、今度の５年につきま

しては、年間で大体２０万円程度増額します。その

理由といたしましては、先ほど当初にご説明いたし

ましたとおり、利用者のほうが想定より少し利用が

少ないということと、それから修繕料、３年経過し

ますので、若干修繕料といったものも見たいという

ことで、予算を計上しております。基本的には実績
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に基づいて必要な経費のみとしておりますので、指

定管理者からの要望で増額したとか、そういったこ

とはございません。あくまで実績に基づいて予算を

精査して予算を計上させていただいております。以

上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） よろしいか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○分科会長（芦田 竹彦） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） この今回の補正７号、１５２

号議案、反対の立場で討論させていただきます。 

 今回のこの補正７号は、全体としてもちょっと幾

つかの点で疑義があって、会派として反対する意向

です。 

 当委員会では、この債務負担行為、今の指定管理

料の部分が疑義がありました。田中委員が経緯を発

言していただきましたけども、そういう経緯があっ

て議論がある中で、目標の想定がやっぱり高過ぎた

ということが大きな理由です。実際に利用者が想定

８万５，０００人に達しなくて利用料収入がきちん

と入ってこなかった、だから指定管理料を引き上げ

るというのは、仕方がないことだとは思うんですけ

ど、目標設定がもともと高過ぎたし、それと、やは

り今回、一般質問の本会議の中でも、市の持ち出し

が給食費とか外出支援サービスとか、一方で市の負

担を減らすと。今回の問題、このアイティの利用者

負担を増やせなんて言うつもりはないんですよ。た

だ、市の負担を一方で削減するというような話も出

てる中で、ここはアイティの要求に応えて指定管理

料を引き上げる、そういう中身なんで、反対です。

以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 賛成の立場で討論させてもら

います。 

 様々な事項につきましては、時代背景もあります

けれども、説明等を聞かせていただく中では現段階

におきましては適当と考えますので、賛成とさせて

いただきます。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 賛成、反対の意見があり

ますので、挙手にて採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 賛成多数により、第１５

２号議案は、原案のとおり可決すべきものと決定を

いたしました。 

 次に、第１６６号議案、令和５年度豊岡市一般会

計補正予算（第８号）を議題といたします。 

 当局の説明は、生活環境課、社会福祉課、こども

未来課、幼児育成課の順で一気に説明をお願いいた

します。 

 説明は、歳出、続いて所管に係る歳入等の順でお

願いをします。 

 なお、質疑は一括して行います。 

 それでは、順次説明をお願いします。 

 くらし創造部生活環境課、宮下課長。 

○生活環境課長（宮下 泰尚） 歳出から説明します。 

 ８３ページをお開きください。下から２枠目、自

動録音機能付電話機等購入事業費１００万円です。

これは県内の特殊詐欺被害が過去最悪のペースで

増えていること、それから豊岡市でも例外でないこ

と、こういったことを踏まえまして、６５歳以上の

市内在住者を対象に自動録音機能付電話機等の購

入に最大１万円の補助を行おうとするものです。県

補助金を利用しまして補助率１０分の１０、今年度

につきましては電話機本体、それから外づけの電話

録音機、これを合わせて１３０台を見込んでいます。 

 次に、９５ページをご覧ください。最下段の北但

行政事務組合負担金５７５万５，０００円です。先

ほど１５２号議案、補正７号の予算の続きというこ

とになりますが、クリーンパーク北但進入路、この
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のり面崩壊の復旧に係るものです。１２月議会の開

会日には本復旧の設計、積算が間に合わなかったこ

とから、額を確定させることができませんでした。

その後、設計額が決まり、９月以降の仮復旧である

とか、今年度、来年度にかけての本復旧の予算の案

分をしまして、５７５万５，０００円を算出してい

るものです。 

 次に、歳入を説明します。 

 ７７ページをご覧ください。中ほど、総務費県補

助金、自動録音電話機等普及促進事業費補助金です。

先ほど歳出で説明したとおりです。 

 ７９ページをご覧ください。最上段、清掃施設整

備事業債です。こちらも先ほど歳出で説明したクリ

ーンパーク北但の災害復旧工事に係るものです。 

 最後に、地方債補正を説明します。 

 ７０ページをお開きください。最上段です。クリ

ーンパーク北但の災害復旧工事に係る起債の限度

額を１，８９０万円とするものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 健康福祉部社会福祉課、

佐田参事。 

○社会福祉課参事（佐田美佐樹） まず、歳出のほう

を説明します。 

 追加議案書は８８、８９ページをお願いいたしま

す。一番右の説明の欄をご覧ください。枠の上から

１１行目です。住民税非課税世帯等臨時特別給付金

支給事業費５億９，２４８万円の増です。こちらに

つきましては、電力、ガスをはじめエネルギー、食

料品等の価格の高騰により負担感が増えておりま

す。特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯等

に対し、１世帯当たり３万円を夏頃から給付してき

ましたが、今回１世帯当たり７万円を追加給付し、

引き続き生活、暮らしを支援するものでございます。

令和５年１２月１日を基準日として、世帯全員の令

和５年度の住民税均等割が非課税の世帯が支給対

象となります。事業費ですが、右端の説明欄、消耗

品費から上から順に下りて、用品借り上げ料までに

つきましては、この給付金事務を行うために必要な

事務費を計上しております。最後の行、交付金とし

まして、支給対象世帯８，３００世帯を想定して５

億８，１００万円を計上しております。こちらの予

算が成立後、給付のためのシステムを構築しまして、

支給対象世帯を把握する等の準備を進め、来年２月

中旬を目途に給付を行いたいと考えとります。 

 続いて、歳入でございます。議案書のほうは７６、

７７ページになります。今の給付金支給事業の財源

です。国からの地方創生臨時交付金１０分の１０と

なっております。２枠目の地方創生臨時交付金の７

億８，５４６万２，０００円の内数となっておりま

す。 

 社会福祉課からは以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） こども未来課、若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 資料は９１ページ

になります。下から２枠目になります。児童福祉総

務費で子育て世帯生活応援ギフト券支給事業費１

億４，１９８万９，０００円となっています。子育

て世帯には、所得に関係なく、物価高騰による家計

への影響が及んでいるため、直接的な経済的支援と

して、子供のために必要な物品、日々の買物を含め

た費用に充てていただけるように、ギフト券の配付

を行いたいと考えています。 

 対象は、２０２４年１月１日現在で住民票のある

２００５年４月２日以降生まれた子供、現在の高校

３年生相当以下の子供のいる世帯に対して子供１

人当たり１万円のギフト券を配付するものです。ギ

フト券の有効期限は、２０２４年の１２月を想定し

ております。対象者については約１万２，０００人、

対象世帯は約７，０００世帯を見込んでいます。ギ

フト券については、券そのものの調達、封入封緘を

委託する費用、送付する予算、それから問合せ等に

対応する人件費を計上しています。ギフト券につい

ては、物価高対策となりますので、早くに届けて使

ってもらうこと、それから利用実績を確実に把握す

ることなどが重要であることから、市内の店舗など

で利用できる既存のサービスを利用したギフト券

の活用を想定しております。 

 具体的な配付の時期ですけれども、これから入札

など必要な準備を進めていきますので、ちょっとは
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っきりした時期を申し上げにくいんですけれども、

春というふうにお伝えさせていただきます。可能な

限り早くお届けすることに努めていきたいという

ふうに考えています。 

 財源につきましては、資料７７ページ、上から２

段目になります。地方創生臨時交付金を財源として

全額を充当しています。それから６９ページになり

ますが、同金額を繰越明許費で追加をさせていただ

いています。以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 幼児育成課、吉本課長。 

○幼児育成課長（吉本  努） 追加議案資料の９１

ページをご覧ください。９１ページ、一番下になり

ます。放課後児童健全育成事業費の物価高騰対策支

援金及び、９３ページの１行目にあります私立保育

園等振興事業費の物価高騰対策支援金６１６万５，

０００円になります。これは国のデフレ完全脱却の

ための総合経済対策を受けまして、兵庫県が創設い

たしました光熱費の高騰に対する１０分の１０の

補助制度という形になっておりまして、民営の放課

後児童クラブで３施設、私立の保育所等で２５施設、

合わせて２８の施設に対して給付するものでござ

います。 

 続きまして、歳入です。 

 ７７ページをご覧ください。７７ページの３つ目

の表の真ん中辺りになると思います。保育施設等一

時支援補助金ということで、先ほど言った補助金の

部分で、１０分の１０ということで６８４万５，０

００円の歳入を見込んでおります。 

 全体の説明は以上です。 

○分科会長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よ

って、第１６６号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定をしました。 

 それでは、ここで、この後の第１５３号議案から

の委員会審査に関係しない当局の職員さんについ

ては退席していただいて結構です。お疲れさまでご

ざいました。 

 分科会を暫時休憩いたします。再開は１３時、午

後１時ちょうど。 

午後０時００分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後１時００分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） それでは、委員会を再開い

たします。 

 まず、第１５３号議案、令和５年度豊岡市国民健

康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、３０７

ページをご覧ください。 

○委員長（芦田 竹彦） はい。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 第１５３号議案、

令和５年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業

勘定）補正予算（第２号）についてご説明いたしま

す。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額から歳入

歳出それぞれ５７０万４，０００円を減額し、歳入

歳出予算の総額を８８億９，８６８万円とするもの

でございます。 

 また、第２条では、債務負担行為を設定してござ

います。 

 主な内容につきましては、事項別明細でご説明い

たしますので、３１８ページ、３１９ページをご覧

ください。まず歳出ですが、上段の総務費の一般管

理費は、人件費の減額及び第三者行為損害賠償求償

業務の委託料を増額しようとするものでございま

す。次の保健事業費は、特定健康診査等負担金の減

額に伴う財源更正でございます。次の諸支出金は、
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前年度の保険給付費等交付金の精算返還額等の執

行見込みによりまして減額補正するものです。 

 歳入については、戻っていただきまして、３１６

ページ、３１７ページをご覧ください。上段の県支

出金は、本年度の特定健康診査等負担金の確定によ

る減額でございます。下段の繰入金は、総務費に対

応する職員給与費等繰入金及び本年度の財政安定

化支援事業の算定額確定による繰入金の減額を行

うものです。 

 次に、債務負担行為の設定です。３１０ページを

ご覧ください。特定健康診査業務で、毎年度実施し

ておりますすこやか市民健診につきまして、令和６

年度の事業実施に当たり、本年度中に契約を締結す

る必要があることから債務負担行為を設定するも

ので、期間を令和６年度、限度額を３，６２１万６，

０００円と定めるものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第１５３号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１５４号議案、令和５年度豊岡市国民健

康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第２号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、３２３ペ

ージをお願いします。第１５４号議案、令和５年度

豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正

予算（第２号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ１３万１，０００円を追加し、総額をそ

れぞれ７，９９３万９，０００円とするものです。 

 主な内容については、事項別明細書でご説明いた

しますので、３３４、３３５ページをお願いします。

まず歳出についてですが、１款総務費の一般管理費

のうち共済費については、共済組合負担金の今後の

見込みにより増額補正を行うものです。需用費につ

いては、電気料金の今後の支出見込みにより減額補

正を行うものです。次に、４款公債費の利子の補正

は、市債利子の確定に伴い減額補正を行うものです。 

 戻っていただいて、３３２、３３３ページをお願

いします。歳入についてですが、５款繰入金につい

ては、一般会計からの繰入金について増額補正を行

うものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第１５４号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１５５号議案、令和５年度豊岡市後期高

齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、３３９

ページをご覧ください。第１５５号議案、令和５年

度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

２号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額から歳入
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歳出それぞれ１２９万７，０００円を減額し、歳入

歳出予算の総額を１４億５１万４，０００円とする

ものです。 

 主な内容につきましては、事項別明細でご説明い

たしますので、３５０、３５１ページをご覧くださ

い。まず歳出でございますが、総務費の一般管理費、

１行目の人件費は、時間外勤務手当の不足見込みに

よるものでございます。その下の一般管理費の減額

は、後期高齢者医療広域連合標準システムの更新延

期によりまして、窓口用端末設定作業を今年度実施

する必要がなくなったため、減額するものでござい

ます。 

 歳入につきましては、戻っていただきまして、３

４８ページ、３４９ページをご覧ください。一般会

計繰入金についてですが、１行目の事務費繰入金及

び２行目の職員給与費等繰入金は、歳出における総

務管理費の減額に対応して減額を行うものでござ

います。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第１５５号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定いたしました。 

 次に、第１５６号議案、令和５年度豊岡市介護保

険事業特別会計補正予算（第２号）を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） それでは、３５５ペ

ージをご覧ください。第１５６号議案、令和５年度

豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）に

ついてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ３１１万４，０００円を追加し、総額を

それぞれ１０８億２，６２７万５，０００円とし、

第２条で債務負担行為を設定するものです。 

 主な内容につきましては、事項別明細書でご説明

いたしますので、３６６、３６７ページをご覧くだ

さい。まず歳出ですが、１款総務費３１１万４，０

００円の増額につきましては、人件費の調整及び次

年度から実施されます介護保険制度改正に伴うシ

ステム更新業務の実施によるものです。 

 次に、歳入ですが、戻っていただいて、３６４、

３６５ページをご覧ください。上段の３款国庫支出

金１１３万２，０００円及び下段の７款繰入金１９

８万２，０００円の増額につきましては、歳出で説

明しました人件費及びシステム更新業務によるも

のです。 

 続きまして、３５８ページをご覧ください。第２

表、介護保険システム更新業務の債務負担行為です。

システム更新業務につきましては、令和５年度に介

護保険制度改正に伴うシステム更新を行い、令和６

年度に介護報酬改定等に伴うシステム更新を行う

必要があり、期間が２か年にわたるため債務負担行

為を設定するものです。期間は令和６年度、限度額

は３４９万２，０００円です。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第１５６号議案は、原案のとおり可決すべき
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ものと決定しました。 

 次に、第１５７号議案、令和５年度豊岡市診療所

事業特別会計補正予算（第２号）を議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、３７１ペ

ージをお願いします。第１５７号議案、令和５年度

豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第２号）につ

いてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ１０１万１，０００円を追加し、総額を

それぞれ２億９，６８３万１，０００円とするもの

です。 

 主な内容について、事項別明細書でご説明いたし

ますので、３８４、３８５ページをお願いします。

まず歳出についてですが、１款休日急病診療所費の

医業費につきましては、インフルエンザや新型コロ

ナウイルスの流行に伴い、検査キットなどの消耗品

を購入するため、増額補正を行うものです。次に、

２款森本診療所費の施設管理費は、電気料金の今後

の支出見込みにより減額補正を行うものです。同じ

く森本診療所費の利子につきましては、市債利子の

確定に伴い減額補正を行うものです。次に、３款神

鍋診療所費の施設管理費についてですが、共済費に

ついては、共済組合負担金の今後の支出見込みによ

り、また、需用費については、電気料金の今後の支

出見込みにより減額するものです。 

 次に、３８６、３８７ページをお願いします。３

款神鍋診療所費の利子につきましては、市債利子の

確定に伴い減額補正を行うものです。次に、４款高

橋診療所費の施設管理費と利子につきましては、先

ほどの神鍋診療所費と同じ今後の支出見込みや市

債利子の確定により減額補正を行うものです。 

 戻っていただきまして、３８０ページ、３８１ペ

ージをお願いします。歳入についてですが、１款休

日急病診療所収入の外来収入につきましては、イン

フルエンザや新型コロナウイルスの流行に伴い増

額補正を行うものです。次の一般会計繰入金につき

ましては、外来収入の増額に伴い減額補正をするも

のです。次に、２款森本診療所収入と３款神鍋診療

所収入の一般会計繰入金につきましては、それぞれ

歳出の減額に伴い減額補正するものです。 

 次に、３８２ページ、３８３ページをお願いしま

す。４款高橋診療所収入の一般会計繰入金につきま

しても、歳出の減額に伴い減額補正するものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第１５７号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１６７号議案、令和５年度豊岡市国民健

康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、追加議

案の１２９ページをご覧ください。第１６７号議案、

令和５年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業

勘定）補正予算（第３号）についてご説明いたしま

す。 

 本案は、第１条で、歳入歳出にそれぞれ１５１万

９，０００円を追加し、予算の総額を８９億１９万

９，０００円とするものです。今回の補正予算につ

きましては、人事院勧告に準じて、職員の給料月額

並びに期末手当及び勤勉手当の改定に伴う補正で、

歳入は国民健康保険税及び一般会計からの繰入金

で措置するものでございます。 

 説明は以上です。 
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○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ご異議なしと認めます。よ

って、第１６７号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 次に、第１６８号議案、令和５年度豊岡市国民健

康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第３号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、同じく追

加提案した議案書の１４５ページをお願いします。

第１６８号議案、令和５年度豊岡市国民健康保険事

業特別会計（直診勘定）補正予算（第３号）につい

てご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出それぞれ８万２，０

００円を追加し、予算の総額を８，００２万１，０

００円とするものです。今回の補正予算につきまし

ては、人事院勧告に準じて職員の給料月額並びに期

末手当及び勤勉手当の改定に伴う補正で、歳入は一

般会計からの繰入金で措置するものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第１６８号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１６９号議案、令和５年度豊岡市後期高

齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）を議題と

いたします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、同じく

追加議案書の１６１ページをご覧ください。第１６

９号議案、令和５年度豊岡市後期高齢者医療事業特

別会計補正予算（第３号）についてご説明いたしま

す。 

 本案は、第１条で、歳入歳出それぞれ１５万５，

０００円を追加し、予算の総額を１４億６６万９，

０００円とするものでございます。今回の補正予算

につきましては、人事院勧告に準じて職員の給料月

額並びに期末手当及び勤勉手当の改定に伴う補正

で、歳入は一般会計からの繰入金で措置するもので

ございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第１６９号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１７０号議案、令和５年度豊岡市介護保

険事業特別会計補正予算（第３号）を議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 
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 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） それでは、同じく追

加提出分の議案書１７７ページをご覧ください。第

１７０号議案、令和５年度豊岡市介護保険事業特別

会計補正予算（第３号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出にそれぞれ２３３万

８，０００円を追加し、予算の総額を１０８億２，

８６１万３，０００円とするものです。今回の補正

予算につきましては、人事院勧告に準じて職員の給

料月額並びに期末手当及び勤勉手当の改定に伴う

補正で、歳入は一般会計からの繰入金で措置するも

のです。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第１７０号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１７１号議案、令和５年度豊岡市診療所

事業特別会計補正予算（第３号）を議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、同じく追

加議案書の１９５ページをお願いします。第１７１

号議案、令和５年度豊岡市診療所事業特別会計補正

予算（第３号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出にそれぞれ５６万５，

０００円を追加し、予算の総額を２億９，７３９万

６，０００円とするものです。今回の補正予算につ

きましては、人事院勧告に準じて職員の給料月額並

びに期末手当及び勤勉手当の改定に伴う補正で、歳

入は一般会計からの繰入金で措置するものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認めます。よっ

て、第１７１号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 それでは、ここで、報告事項のある健康福祉部高

年介護課の職員さんを除いて退席していただいて

結構です。お疲れさまでございました。 

 委員会を暫時休憩します。 

午後１時２２分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時２３分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） 休憩前に引き続き委員会を

再開いたします。 

 それでは、議事順序を変更し、４の報告事項に入

ります。 

 傍聴の申出がありましたので、許可をいたしてお

ります。ご了承を願います。 

 まず、健康福祉部から２件報告事項がありますの

で、お聞き取りください。 

 初めに、社会福祉課から、第７期障害福祉計画・

第３期障害児福祉計画の策定についてです。 

 社会福祉課、丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 私からは、第７期障

害福祉計画・第３期障害児福祉計画の策定について

ご説明をさせていただきます。 

 ２０２１年２月に策定をいたしました豊岡市障

害者福祉計画のうち、第６期の障害福祉計画及び第
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２期障害児福祉計画が本年度、２０２３年度末で終

了することとなります。このため国や兵庫県の障害

者施策全般にわたる動向等を踏まえながら、次期計

画であります第７期障害福祉計画及び第３期障害

児福祉計画を新たに策定するものでございます。 

 障害者計画全体計画としましては、２０２１年か

ら２０２６年までの６年間となっておりまして、ち

ょうど中間年に当たるこの５年度に７期、第３期の

それぞれ３年間の計画を策定することとしており

ます。計画の策定体制につきましては、地域や障害

者団体の関係者等、委員１７名で構成する策定委員

会において、審査、協議をいただいております。 

 これまでの開催状況、今後のスケジュールにつき

ましては、大きな２番にありますとおりで、これま

で３回の委員会を開催し、今後、第４回委員会で計

画案について協議し、取りまとめ、１月末には市長

にご報告をいただき、２月上旬のパブリックコメン

トの実施という予定をしております。 

 大きな３番の計画の項目でございます。基本理念

につきましては、これまでの計画の理念をそのまま

継承しまして、「障害のある人もない人も 共に支

え合い 自分らしく笑顔で暮らせるまちづくり」、

サブ理念として「～多様性を受け入れる社会をめざ

して～」としております。 

 策定に当たりましては、（２）、（３）にありま

すとおり、グループインタビューを障害の種別ごと

のグループに分けまして、本人やそのご家族等から

いろいろな課題について聞き取り調査をしており

ます。また、自立支援協議会からの意見等も聴取を

しているところでございます。 

 これまでの作業の中で抽出をしてきまして整理

しました課題については、２ページのほうに整理を

しております。障害者が地域で暮らすための理解の

促進ですとかその環境の整備、就労環境の充実であ

るとか相談支援体制といった環境の整備、それから

災害に備えての対応であるとか精神障害者の地域

移行や特別な支援が必要な障害児、障害者に対する

支援体制の整備ということになっております。 

 （５）番になります。次期計画に上げます成果目

標とサービス量等の見込みにつきましては、別紙１

をご覧ください。成果目標を設定する上で、国の指

針に基づきましてそれぞれ成果目標を掲げており

ます。（１）のエの部分になります。括弧内に書い

ておりますのが国の指針で求められておる数値で、

それを達成することを目標としております。 

 （２）の障害福祉サービス等の今後の見込み量で

ございます。これまでサービスの見込み量の試算に

つきましては、過去３年間の動向を踏まえて将来を

予測していくというふうな形式で実施をしており

ましたが、今回の計画の策定に当たりましては、２

０２０年に発生しました新型コロナウイルスの感

染拡大の影響等もありまして、とりわけ通所に係る

サービスにおいては利用人数や利用量が非常に減

ってきているという特異な状況がございましたの

で、それらも加味する中で、通常３年間であるとこ

ろを過去６年間まで遡った上で、こういった特異な

状況を排除した上で見込みを立てております。詳細

につきましては、資料をご清覧ください。 

 特に増加の見込みをしているところですと、３ペ

ージの⑧番の就労移行支援ですとか就労継続支援

のＢ型、こういったところは非常に高いニーズが認

められておりますので、今後も増加する傾向である

というふうな見込みをしております。 

 また、４ページに参ります。４ページの１７番の

計画相談支援につきましては、相談支援推進事業の

補助金という制度を創設を今年度からしておりま

す。これに伴いまして、支援員の増加に併せて相談

を受けられる件数も増加していくであろうという

見込みを立てております。下の２の障害児の欄にな

りますが、（２）の一番下、２３番、障害児相談支

援についても同様の見込みを立てて、増加するだろ

うという試算をしております。 

 それから、５ページになります。障害福祉サービ

ス等給付費の見込み量でございます。利用者数の増

減等によりまして、給付費についても増加するとこ

ろ、あるいは据置きとしているところ、それぞれが

ございます。 

 続きまして、６ページになりますが、３の障害者、
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障害児の合計でございます。２０２４年度から２０

２６年までの給付額の合計見込みをしております

が、２３億２，２００万円余りを来年度見込んでお

りまして、その後も増加の傾向があるというふうに

しております。 

 なお、その下に、参考としまして、過去３年間の

実績、それから本年度の当初予算額を記載しており

ますので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 報告は終わりました。 

 委員の皆さんで特に質問等がありましたら、お伺

いをいたします。 

 米田委員。 

○委員（米田 達也） ４ページの計画相談支援の見

込みが１８０から２００というふうになってるん

ですけど、今年１事業所に何か２００万円という補

助、あれのことだと思うんですけど、あれ４月から

の施行で、これまでの実績というか、そういう利用

はどれぐらいあったか教えていただけますか。 

○委員長（芦田 竹彦） 答弁願います。 

 どうぞ。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 申し訳ありません。

ちょっと今手元に資料がございませんので、後ほど

また。 

○委員長（芦田 竹彦） 原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 今年の４月からこの

事業を新たに創設をしました。現在はまだこの事業

を補助金を使ってらっしゃるとこはありませんけ

れども、この補助金を活用したいという事業所は今

２事業所あります。まだこれからですけれどもとい

うことです。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 米田委員。 

○委員（米田 達也） 結構です。ありがとうござい

ました。 

○委員長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） すみません、一般質問でもち

ょっとテーマを上げてたんですけど、時間の都合上

少しできなかったんで、一般質問でも少しお話しさ

せてもらったとおり、いろんな計画が立てられて、

改正するためにやっぱり内容的には充実していく

のかなというふうに考えてるんですけれども、やは

り一番怖いのは、書いてあるとおり本当にいけるの

かどうかっていうあたり、人数もそうですし、相談

員もそうですし、そういったとこら辺が、本人もそ

うですけども、特に家族の方っていうのは非常に負

担等も考える中で、その辺りの達成感というような

お考えをちょっとお聞かせいただきたいんですけ

ど。 

○委員長（芦田 竹彦） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 現状におきましては、

十分なサービスが提供できる環境にあるかといい

ますと、まだまだ不十分なところがあろうかと思い

ます。特に今年度から力を入れておりますのが、先

ほど米田委員からも質問がありました発達に課題

のある子供たちへの支援ということで、計画相談の

事業を立てまして支援員を増やすっていう取組を

しております。その他にも障害をお持ちの方がたく

さんいらっしゃいますので、当然支援を必要という

ことになるんですけれども、なかなか人材の確保で

あるとか環境の整備に非常に苦労している現状で

はあります。そういったことも考えながらいろいろ

な制度を組み立てたりして支援をしていくという

現状にあるということで、引き続き新計画において

もこれらの制度を活用しながら、あるいは国の制度

も活用しながらまたサービスの向上に努めていき

たいというふうに考えております。 

○委員長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 本当に一番大事なのが、本人

さんもあるんですけど、やはり今様々な障害だとか

お持ちの中では、実はもしかして一番やらなければ

ならないのは、家族への手だて、それを見守ってい

る方々に対する体制づくりというふうなところが

非常に重要視されていくのかなというふうに思っ

ておりますので、一般質問等々、米田委員や小森委

員も言われてましたけども、重度の入院等々のもま

さしく家族の方々に対するケアっていうふうなと

ころが非常に大きなテーマになってくると思うん

ですけど、その辺りの、同じような質問になっちゃ
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うかもしれないんですけど、再度ちょっと考えを聞

かせていただきたいんですけども、どうでしょうか。 

○委員長（芦田 竹彦） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 今、委員ご指摘のと

おり、いわゆるレスパイトケアのようなものも大変

重要なことであると認識をしております。ただ、現

状で、すぐにこれができるというふうなことは、ち

ょっと今の時点では申し上げる準備ができており

ませんのでご容赦いただきたいと思いますが、非常

に大きな課題だという認識ではおりますので、今後

どういった支援ができるのかというのは、また研究

をしてまいりたいと思います。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 僕も一応コピーとかいろいろ、

熟読はまだまだできてないんですけども、やっぱり

そういったことをしっかり入れ込んだものにして

いただきたいなっていうのがちょっとお願い事で

す。 

 まだ全部が全部読み切ってないので、入ってたら

よろしくお願いしたいというふうに思うのと、あと

もう１点、今度は障害児の子供のほうのケアになっ

てくるんですけれども、やはりどれだけ小さいとき

から、知的なんかは特に小さいときからしっかりと

幼児のときからやっていくっていうようなところ

があるんですけども、現実的なところでいうと、何

度も話しするように、うちの次女はちょっと知的の

障害があって今、支援学校のほうに行ってるんです

けれども、先日も近畿圏のＰＴＡの会が集まって、

その中でいろいろお話しさせていただくと、やっぱ

り今は、昔はもうちっちゃい頃から支援学校だった

りに入ってたのが、やはり地域の方々に理解しても

らいたいだとか同世代の人に理解して、なるべく社

会の中に溶け込むようなことを目指しておられる

保護者の方も多くて、意外と支援学校等々は高等部

から入れられる方がいてるんです。 

 そういった中では、やはりしっかりと学校関係の

連携等々が実は非常に大事っていいましょうか、特

に中学生になると、どうしても進学があったり、い

ろんな環境が違って、なかなかその辺のフォローが

できてない現状があるので、そこをもう少し、少し

じゃないな、やっぱり学校との連携というんか、教

育との連携をしっかりやっていただきたいってい

うのがありますので、そういった計画等々も踏まえ

ておられるのがどうか、ちょっとそこを教えていた

だきたいんですけど、どうでしょうか。 

○委員長（芦田 竹彦） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 今年度に入りまして

から、先ほど委員ご指摘のとおり、教育委員会から

も非常に学校の中で支援を必要とする子供さんが

増えてきてるということで、ぜひとも福祉サービス

についても学習をしたい、学びたいというふうなご

相談いただいて、出前講座等も開催をさせていただ

いております。教育委員会のほうでも非常に関心を

持っていただいておりますので、ここは教育委員会

と、それから健康福祉部、有機的に協働しながら対

応してまいりたいというふうに考えております。非

常にいい取組が今年度は進み始めましたので、この

糸を切らさないように、引き続き学校との連携を強

く求めていきたいなと思っております。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） あと、障害のあるお子さんに

ついてる先生方っていうのは、基本的には、大変申

し訳ないんですけれども、そんなに、短期的といい

ましょうか、そのときに募集で来た先生っていうよ

うなところがあるので、意外と専門的なところって

いうふうなところが分からないまま、ただ補助的な

形しかできてないっていうふうなところが実は大

きな問題でもあるのかなというふうに思いますの

で、さっきのに連携するんですけど、豊岡市と限定

しちゃいますけれども、市の中でしっかりとした障

害者に対する体制づくり、やっぱり専門的な方々を

どれだけ充実させながらよりいいまちにしていた

だけるかどうかっていうようなとこが大きなポイ

ントでもあるかと思いますので、そういう意味合い

では、非常に難しい点ではあるかと思うんですけど

も、専門的な方々の人材の確保と育成っていうふう

なとこら辺もしっかりやっていただきたいと思う

んですけど、もしコメントがあるようでしたらお願
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いしたいです。 

○委員長（芦田 竹彦） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 教育委員会で雇用と

いいますか、採用される教員の方に関しましては、

ちょっと社会福祉課のほうでは所管外となります

ので申し上げることはできませんけれども、求めら

れれば、社会福祉課の障害担当の職員が学校に出向

いていって、あるいは教育委員会に出向いていろい

ろなお話をしたり、あるいはいろいろな現場の様子

をお聞かせいただいたりしてサービスの向上につ

ながるようなことはしていこうというふうに考え

ております。以上です。 

○委員（田中藤一郎） 部長、一言だけ。部長も得意

な部門だと思うんで。 

○委員長（芦田 竹彦） それでは、原田部長。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 先ほど課長の丸谷が

言いましたように、学校現場のことですので、ちょ

っと門外漢というか、部署外になってしまいますけ

れども、当然障害のある方というのは、もう子供の

頃から障害ということで障害が出現してきており

ますので、やはり子供の幼少の頃からしっかりとそ

の障害を子供さんが認識し、保護者の方も認識をし

て、保護者の方が、当然支援者以外の保護者の方も

いる中で、障害児の方の育成といいますか、そうい

ったことがしっかりできるようにする必要がある

と思っております。 

 ですので、我々も、先ほどの話になりますけども、

教育委員会と我々と、あと病院の小児科の先生とか

と連携しながら連絡会なんかも設けております。年

に何回かそういう連絡会もしておりますので、その

中で意見具申とかすることは可能だと思いますの

で、そういったところからまずは取り組んでいきた

いなと思ってます。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） すみません。あと、家族とい

いましょうか、積極的な方々もおれば、逆に、すご

く積極的でない家庭があったりだとかする方もお

られますので、その辺はしっかりと見定めながら、

守るという概念になってするんですけれども、そう

いったところも特に社会福祉の観点からいえば非

常に重要視されると思いますので、そこもお願いし

たいというふうに思いますので、これは意見として

お願いします。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 続いて、高年介護課から…

…。 

○委員（須山 泰一） すみません、１つだけちょっ

と。次の議題に行くんですか、報告に。 

○委員長（芦田 竹彦） あるんですか。 

○委員（須山 泰一） １点だけ。 

○委員長（芦田 竹彦） それでは、須山委員。 

○委員（須山 泰一） 実際に障害者からの生活支援

の問題ですけども、やはり社協さんに相談に行った

ほうがええんかなと思って行っとんですけど、市の

ほうでは基幹相談センターというのがありますか、

市で。それで、生活支援、本当に今、生活で困っと

るというような相談の場合は社協でよろしいです

か、それとも市のほうが担当がついてやってもらえ

ますか、そこら辺、分かれば教えてください。 

○委員長（芦田 竹彦） 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 今ご質問いただきま

した支援に関しましては、窓口としては「よりそい」

がございまして……（発言する者あり）障害者相談

支援事業所のほうも社協にはございまして、市のほ

うにも基幹相談支援センターがございます。それぞ

れが独立して別々の業務をしているわけではなく、

常に連携をして協調しながら対応しておりますの

で、障害者の方が対象になる場合には社協であった

り、あるいは市の社会福祉課の基幹相談支援センタ

ーであったりしますし、生活に関わる問題をお持ち

であるということであれば生活保護の対応であっ

たり、就労の支援であったりというふうな窓口につ

ながるような仕組みになっておりますので、窓口と

してはどちらにご相談いただいても適切なところ

で対応していくということになります。以上です。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（芦田 竹彦） よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（芦田 竹彦） 続いて、高年介護課から（２）

の豊岡市の老人福祉計画・第９期の介護保険事業計

画の策定についてであります。 

 高年介護課、定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） それでは、豊岡市老

人福祉計画・第９期介護保険事業計画の策定につい

てご説明いたします。 

 １ページ目をご覧ください。老人福祉事業及び介

護保険事業の円滑な運営を図ることを目的に策定

しました豊岡市老人福祉計画・第８期介護保険事業

計画ですが、２０２３年度、今年度末で終了するた

め、豊岡市老人福祉計画・第９期介護保険事業計画

を新たに策定するものであります。 

 １の計画の策定ですが、記載をしている方々など

で構成をしております豊岡市老人福祉計画・第９期

介護保険事業計画策定委員会を設置し、計画の策定

に関する事項について協議をしております。 

 ２の委員会の開催状況及び今後のスケジュール

ですが、まず（１）の委員会の開催状況は、ご覧の

とおり、過去４回開催をしております。（２）のこ

れまでの協議内容ですが、計画の概要や第８期計画

の実績報告と第９期での取組方針案について協議

をしております。（３）の今後のスケジュールです。

１２月２０日に第５回の策定委員会を開催をいた

します。今回が最後の委員会の予定としております。

次に、来年の１月末に正副委員長から計画案を市長

に報告をしていただき、２月の上旬から中旬にかけ

てパブリックコメントを実施し、３月議会において

豊岡市介護保険条例を上程の予定としております。 

 ３の計画の項目ですが、基本理念は前回と同様、

「みんなで支え合い 笑顔あふれる まちづくり」

としております。計画期間は、来年度、２０２４年

度から２０２６年度の３年間です。アンケート調査

の実施としましては、アの介護予防・日常生活圏域

ニーズの調査、イの介護・在宅医療意向調査、ウの

在宅介護実態調査を実施いたしました。このアンケ

ート調査によって対象者の意向や課題、今後の事業

について意見を聞き取りました。 

 （４）の基本目標、基本施策、重点施策、主な事

業の概要は、２ページ、３ページで説明をします。 

 ２ページ、３ページをご覧ください。一番左の欄、

基本目標、続いて基本施策は第８期と変更はありま

せん。重点施策については、アからオについては変

わらず、３ページのカの介護人材の確保と定着を新

規として掲げております。 

 ２ページにお戻りください。一番右の欄をご覧く

ださい。主な事業概要を説明いたします。 

 まず、１の高齢者がいきいきと暮らせるまちづく

りとして、①地域の見守り・支え合い体制の構築で

す。世帯の高齢化や核家族化により、見守りが必要

な高齢者が今まで以上に増加し、地域住民、民生委

員・児童委員や関係機関等が連携しながら、地域全

体で見守り活動ができる体制づくりを進めていき

ます。近年は独居の高齢者が多く、近くに身寄りが

ない、身寄りが全くいないなど、高齢者が自宅の周

辺を徘回される方が多くなってきており、今まで以

上に地域での見守り活動が重要になってきます。 

 ②の生きがい活動支援通所事業です。通所事業の

受託事業者においても人材が不足しておりまして、

事業の継続が困難になっているため、今後は利用者

の動向や受託事業者の状況を踏まえ、事業の見直し

を検討いたします。 

 ③の外出支援サービス助成事業です。外出支援サ

ービス助成事業と福祉タクシー助成事業の助成金

額の格差是正を図るとともに、公費負担が大きい外

出支援サービス助成事業を持続可能な制度にする

ため、利用者負担額の見直しを行います。また、利

用料金の見直しに合わせて、福祉タクシー助成対象

者であります重度障害者（児）と介護保険第２号保

険認定者を新たに対象に加えます。なお、利用者負

担額の見直しは暫定的なものであり、適正な利用者

負担と公費の負担の在り方を検討していきます。 

 続きまして、２の高齢者が健やかに暮らせるまち

づくりです。①支え合い生活支援サービス事業・食

の自立支援事業につきましては、配食サービスにつ

いてでありますが、これは見直しを検討してまいり

ます。②の地域包括支援センター運営事業ですが、

来年度から機能の充実として、委託している社会福



 39

祉協議会の介護人材不足に伴い、市が専門職の職員

を採用し、バックアップ体制を強化してまいります。

③の認知症総合支援事業ですが、認知症の人は年々

増加しており、今後は、家族介護者や地域住民等が

認知症の理解を深められるよう、本人の立場に立っ

た正しい関わり方を普及推進してまいります。④の

家族介護支援事業ですが、この事業は、介護者の知

識の習得や介護者同士の交流を通して情報交換、介

護者のリフレッシュを図ってまいりましたが、参加

者は徐々に減少しており、今後の事業につきまして

は廃止も含め検討してまいります。 

 ３ページをご覧ください。３の高齢者が安心して

暮らせるまちづくりです。①の定期巡回・随時対応

型訪問介護ですが、この事業は、日中、夜間の定期

的な巡回や随時対応による訪問介護・看護を２４時

間いつでもサービスが受けられるもので、国や県に

おいては、地域包括ケアシステム推進のための重要

な介護サービスとして位置づけております。今後も、

現在稼働しております３事業者と連携して利用者

の拡大とサービス提供の維持に努めます。②の小規

模多機能型居宅介護は、通いを中心とした要支援・

要介護者の様態や希望に応じて、随時、訪問や泊ま

りを組み合わせてサービスを提供するもので、中重

度となっても在宅で生活ができるよう支援するサ

ービスであります。第８期中に整備できなかった城

崎、竹野地域に１か所整備を行いたいと考えており

ます。なお、豊岡地域においては１か所開設予定で

あります。詳細は４ページで説明をさせていただき

ます。③の介護人材確保と定着です。重点施策にも

掲げていますように、市としましても人材確保と定

着化は必要と認識をしているため、今年度、事業者

に実施したアンケート調査や意見交換の内容や他

市町の事例を参考に、市独自の施策を実施してまい

りたいと思っております。 

 以上が９期の主な事業の内容であります。 

 続きまして、施設等の整備計画について説明をし

ます。 

 ４ページをご覧ください。今後３年間で整備する

施設計画ですが、まず１行目、介護老人福祉施設、

特別養護老人ホームのことですが、現在、地域密着

型も含め１０施設あります。施設整備の考え方に記

載のとおり、制度改正により、入所者は原則要介護

３以上となったため、以前に比べ介護が必要な方が

入所しやすくなったこと、また、要介護１、２の方

であっても、やむを得ない事情等により、特例入所

の要件に該当する場合は入所計画委員会において

決定されますので、決して入所できないことはあり

ません。ある施設に聞き取りを行ったところ、入所

の必要性が高い方については、おおむね１年程度、

早い方で６か月程度の待機期間で入所できます。ま

た、市内の入所待機者数は横ばい状態で推移をして

るため、したがいまして、特別養護老人ホームの新

規の施設整備は行わないこととしました。 

 ２行目です。有料老人ホーム、ケアハウス、サー

ビス付高齢者向け住宅、養護老人ホームの４施設に

つきましては、特定施設入居者生活介護の指定を受

けることで、特別養護老人ホームへの入所を希望さ

れている軽度者の受入れ施設として期待をできま

す。しかし、第７期中の公募で応募があった事業者

は、入札まで実施をしましたが、不落となり、以降、

施設を開設しておらず、第８期中の公募では応募者

がありませんでした。近年の原材料費の高騰もあり、

事業者の参入が見込まれないことから、第９期中の

整備は行いません。 

 ３行目です。先ほど主な事業の概要で説明しまし

た小規模多機能型居宅介護です。この介護施設は、

国が推進をしており、住み慣れた地域で暮らし続け

られるよう、通いを中心に、訪問や泊まりの機能を

持った施設であります。事業者アンケートにおいて、

豊岡圏域に１事業所、こちらはサテライト事業所で

すが、整備の希望があったことから、２０２４年度

に１事業所の整備を見込んでおります。また、第８

期で整備できませんでした城崎地域、竹野地域に何

とか整備したい思いがあるため、城崎、竹野を優先

候補地として公募を行います。 

 ４行目です。小規模多機能型居宅介護に訪問介護

の機能を有しております看護小規模多機能型居宅

介護につきましては、医療が必要な状態で在宅での
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生活を希望する利用者にとって必要なサービスで

ありますが、第８期中も公募いたしましたが、応募

がなく、今後も新規事業者の参入も見込まれないた

め、第９期の整備は行いません。 

 最後に、５行目の認知症対応型共同生活介護等で

す。認知症のある方が、共同生活住居において、能

力に応じて自立した日常生活を営むことができる

よう、市では認知症対応型共同生活介護の整備計画

を位置づけておりまして、現在、市内で１４事業所

がサービスを提供しております。しかし、第６期以

降、事業者の参入がなく、事業者アンケートでも参

入が見込まれず、ケアマネのアンケートでも不足感

はありませんでした。市としましては、国の指針の

とおり、在宅サービスの充実を図るよう、小規模多

機能型居宅介護の整備を推進するため、第９期の整

備は行いません。 

 以上のように、第９期の施設整備計画については、

小規模多機能型居宅介護のみとなります。 

 それでは、次第に戻ります。１ページをご覧くだ

さい。３の（６）の計画の推進体制ですが、２の（３）

の今後のスケジュールで説明したとおりに進めば、

第９期の計画は来年の４月からスタートします。こ

の計画を着実に推進するため、来年度、２０２４年

度には豊岡市老人福祉計画・第９期介護保険事業計

画推進委員会を新たに設置し、計画の点検、評価を

３年間で行います。 

 続きまして、５ページをご覧ください。資料とし

て、人口、高齢者数、高齢化率の実績・推計を記載

をしております。介護保険事業における豊岡市の人

口ですが、保険者は豊岡市ですので、被保険者は住

民基本台帳の数値を基に推計をしております。した

がいまして、国勢調査等を基にした人口推計とは数

字が違いますので、その点はご了承ください。 

 本市の人口は、今後も減少傾向は変わらず、今年

１０月１日現在の住民基本台帳の人口は７万６，７

８８人ですが、２０３０年度には７万３，０００人

弱、２０４５年度には６万１，０００人となる見込

みであります。また、増加し続けておりました６５

歳以上の高齢者の人口も２０２５年度をピークに

減少に向かいます。しかし、高齢者人口に比べ若年

者の人口の減少率が激しいため、高齢化率は年々上

昇し、２０４０年度には４０％を超えると予測をし

ております。 

 続きまして、８ページをご覧ください。要介護度

別の認定者数ですが、認定者数も年々増加し、２０

４０年度の６，３１９人をピークとし、その後は減

少していくと予測をしております。今後は要介護度

の高い認定者数が増加しますので、歳出となる保険

給付費が増加することになります。国県の補助や介

護サービス費に対する自己負担額の増額がなけれ

ば、介護保険料は増加すると考えられます。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 報告は終わりました。 

 委員の皆さんで特に質問等があれば、お伺いをい

たします。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） これもちょっと確認になるん

ですけれども、先ほどと同じようなことになりつつ

あると思うんですけど、やはり介護する人数は増え

ていくものの、人口がすごい勢いで減っていくと。

なおかつ支える若い世代の方も減っていくってい

うような中で、一番問題なのが、本当にこれが計画

どおり、３年間ですけれども、将来を合わせていく

中では、やはりもう少し抜本的な将来に向けての対

策等々もしっかりと入れ込みながら、人材の確保と、

プラス育成をしていくぐらいのレベルの話になっ

ていかなければならないと思うんですけれども、そ

の辺りの見解をもう少しお話ししていただけます

か。 

○委員長（芦田 竹彦） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） まず計画につきまし

ては、これは基本３年計画となっていますので、こ

の３年を基にして計画をしています。先ほど委員が

言われたように、急激に人口が減っとりますので、

ちょっと予想以上にっていうことはありますが、基

本は３年間という考え方で計画を立てとるという

ことであります。それに基づいて介護保険料を計算

するというものになっていますので、あくまでもこ
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ちらは３年間ということの見込みでなっています

ので、ご理解ください。 

 もう一つにつきましては、やはり先ほどの重点施

策のほうでも上げております介護人材のほうにつ

きましては、確保と定着がこれはもういろいろと意

見は言われておりまして、高年介護課のほうとして

も考えなければならないと思っとります。すぐにで

きるものではありませんが、何とかして少しでも豊

岡市の今、介護人材における人を増やしていきたい、

まず新規で何とか持っていきたい、また、それが定

着できるようにしていきたいということは今現在

考えていまして、来年度９期につきましては少しで

もそれが実施できるように施策を今検討中であり

ますので、また次年度の当初予算等でできたらいい

なと思っております。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 言葉ではできるんですけれど

も、具体的にどういうふうな計画をつくっていくの

か。例えば、そういった学校だったりを誘致するだ

とか、専門学校があるのならそういったところを誘

致するんだとか、そういう資格の希望者に対しても

っと積極的に取り組んでいくだとかいうふうな形

づくりをしっかり示さないと、ぼやっとした中では

やはりぼやっとした体制しかできかねないという

ふうに思いますので、多分ほかの行政のとこも同じ

ような状況やと思うんで、どういうふうに次のステ

ップを踏んでいくかっていうこともしっかりと積

み込んでいただければと思うんですけども、その辺

りどうでしょうか。 

○委員長（芦田 竹彦） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 今回につきましては、

計画の推進状況ということで説明をさせていただ

いております。こちらのほうが第８期でありますが、

第９期につきまして計画書のほうが３月末には完

成します。先ほどありましたこれにつきましては、

１つずつ逐一詳しく説明を書いておりますので、そ

ちらのほうをご覧いただきまして、なるべく市とし

ましては、少しでも分かりやすいように基本的なこ

とを考えておりますし、こちらを見られてまたご質

問いただければと思っております。以上です。 

○委員（田中藤一郎） 分かりました。しっかり見て

また質問したいと思います。 

○委員長（芦田 竹彦） よろしいですか。 

 丸谷課長。 

○社会福祉課長（丸谷 祐二） 先ほど米田委員の質

問の中でお答えをさせていただきました計画相談

支援推進事業の件でございます。今年度の実績なん

ですけれども、１件ございます。予算上は２件を想

定をしておりますけれども、現在のところ交付決定

をした事業所は１件、１事業所ということになって

おりますので、おわびをして訂正させていただきま

す。大変申し訳ございませんでした。（「ありがと

うございます」と呼ぶ者あり） 

○委員長（芦田 竹彦） よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） それでは、健康福祉部の皆

さんにつきましては、ここで退席していただいて結

構です。お疲れさまでございました。 

 委員会を暫時休憩します。 

午後２時０５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時０６分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） 休憩前に引き続き委員会を

再開いたします。 

 次に、教育委員会から３件の報告事項があります

ので、お聞き取りください。 

 まず、教育総務課から学校給食費の改定について

です。 

○教育次長（正木 一郎） そうしましたら、お時間

をいただきまして、ありがとうございます。この学

校給食費の改定につきましては、一般質問の中でも

何回かやり取りをさせていただいておりますけど

も、改めてご説明をさせていただきたいと思います。 

 じゃあ、よろしくお願いします。 

○委員長（芦田 竹彦） 教育総務課、本庄参事。 

○教育総務課参事（本庄  昇） では、資料のほう

に基づいて説明のほうを行いたいと思います。 
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 学校給食費の改定についてです。 

 １番の現状のところをご覧いただきたいです。

（１）番、現在の給食費ですが、現在の給食費は小

学校で１食当たり２２７円、中学校で２５８円もら

ってます。これは２０１４年に消費税が引き上げら

れた際に引上げを行ったまま、それ以降は改定をし

ておりません。それ以降も物価は上昇してきたんで

すけども、その中で、食材料費を節約しながら栄養

バランス等を保った給食を提供してきましたが、現

在の急激な物価高騰にはもう耐えられない状況と

なってきています。 

 （２）は、公費負担の状況です。新型コロナ、ウ

クライナ情勢以降、さらにまた急激に物価が上がっ

ておりまして、保護者の負担増を回避するための臨

時措置として、昨年度から新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金等を活用しまして児童

生徒分の給食費の一部公費負担を行っています。公

費負担額は、上昇し続ける物価に対して徐々に増加

してまして、公費負担を含めた実際の給食費は、今

では１食当たり小学校２６３円、中学校２９９円ま

で来ております。公費負担を行うことで保護者の負

担の増加を抑制して、給食の質や量、栄養バランス

を何とか保っているという状況です。 

 大きな２番の課題をご覧ください。課題は、適正

な水準の給食費の設定でございます。質や量、栄養

バランスを保った給食を提供するためには、物価の

変動に連動した適正な給食費の設定が必要です。来

年度以降は、今活用しております臨時交付金はもう

見込めないと思っておりまして、市費で公費負担を

続けることは困難な状況になってきております。 

 ３番の改定の方向性です。１番としては、今後の

給食費は、毎年度、物価変動の上下に連動させて決

定する方式に改めたいということです。２番目には、

来年度、令和６年度に適用する給食費は、現在の公

費負担額を含めた額、小学校では２２７円のものを

２６３円に、中学校では２５８円から２９９円に改

定したいというところです。３番目には、給食に必

要な食材料費は保護者に負担いただくところです

が、保護者の負担増加の激変緩和策として、数年か

けて段階的に給食費を引き上げて、本来の給食費と

の差額は公費負担することを検討します。４番、最

後ですが、公立の就学前施設の給食費については、

国から示される公定価格に合わせて改定し、来年４

月からは４，５００円のところを４，７００円にさ

れるそうです。私立の就学前施設の給食費について

は、公立の給食費を参考に金額改定されるというこ

とです。 

 資料、２枚目をご覧ください。消費者物価指数の

推移というグラフをつけております。グラフの真ん

中辺りに、消費税が５％から８％に上がったところ

がありまして、それが２０１４年です。このときに

給食費も３％上がっております。２０２０年頃から

は、コロナ・ウクライナ情勢のところなんですけど

も、そこからはもう急激に物価が上がってきてて、

令和５年１０月時点では物価上昇分１６％を公費

負担してるという状況になってます。 

 資料、３枚目をご覧ください。資料の３枚目は、

給食費を４年かけて引き上げる案をお示ししてお

ります。必要になる食材料費は、毎年２％ずつ物価

上昇をしていくというふうに見込んでおります。令

和６年、来年度は、必要とする１食当たり食材料費、

小学校では２６３円となっておりますけども、そこ

から令和９年まで２％ずつ上がっていくというふ

うに見込んでます。 

 それに対して、１食当たり保護者負担額のところ

をご覧いただきたいんですが、現在、小学校では２

２７円のところを大体５％上げて２３９円、以降も

大体５％ずつ上がっていくというふうに想定して

ます。１食当たりの保護者負担増加額が令和７年度

は１２円で、次の年は１３円、１４円と少しずつ上

がっていくというふうな見込みにしております。こ

れに年間の給食日数は小学校だと１８３日になり

ますので、それを掛けますと、年間の保護者負担の

増加額は来年度は２，１９６円で、次年度以降も２，

０００何がしと増加していくというふうに見込ん

でます。ただ、これに対して足らないところは公費

負担をするということですけども、小学校では来年

度は１，６００万円弱、次の年は１，０００万円少々
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というふうな形で公費負担をしまして、下の段は中

学校ですけども、同様に計算しまして、３年間の公

費負担総額は大体５，２００万円ぐらいになろうか

なというふうに見込んでおります。 

 私からの説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 補足は。 

○教育次長（正木 一郎） すみません、補足をさせ

てください。 

○委員長（芦田 竹彦） 次長。 

○教育次長（正木 一郎） 一般質問の中でご質問を

いただきまして回答しましたとおりの内容とはし

ておるんですけれども、そのときには、給食費とい

うのは条例とか規則で定まっているものではござ

いませんので、それは予算の中でご提案させていた

だいてご判断いただくということになりますので、

ご了承ください。 

 それと、答弁の中では、４年をかけてというふう

なことでのご答弁をさせていただいております。そ

ういったのを今検討してるところでございまして、

その案を示しますとということで、３枚目の資料に

なっとります。その中で、今回２％の物価増という

ふうな資料にしております。これは日本銀行が示し

ております２％の物価上昇目標というものに基づ

いて資料を作成しておりまして、太田委員からのご

質問にもありましたとおり、実際に下がれば、これ

は下がることになります。もっと上がれば、もっと

上がるということになってしまいますけども、とい

うふうにして変化させていきたいというふうに考

えておるところです。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 報告は終わりました。 

 委員の皆さんから特に質問があれば、お伺いをい

たします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） よろしいですか。 

 続いて、竹野地域における義務教育学校の整備に

ついてであります。 

 教育総務課、野﨑参事、説明をお願いいたします。 

○教育総務課参事（野﨑 律男） お手元にお配りし

ております竹野地域における義務教育学校の整備

概要（案）という資料をご覧ください。４枚物の資

料になっとりまして、一番頭には今の竹野中学校の

校舎の写真を映しております。新たに２０２５年の

開設に向けまして、今、地域の方、学校等と協議を

進めている義務教育学校についてなんですけども、

その整備の内容について簡単に説明をさせていた

だきます。 

 まだ設計の途中でして、今のところ学校ですとか

事業所とお話をしている途中段階ですけども、一旦

ちょっと途中段階でお示しをさせていただくとい

うことです。今後、教室の配置ですとかスケジュー

ル等、変更になる可能性はありますし、金額につい

ては、ちょっとまだ出てきていないということで、

ご了承いただけたらと思います。 

 ちょうどこの写真の前側、グラウンド部分に小学

校の低学年棟を建てまして、渡り廊下でつなげると

いう形の設計にしております。 

 資料の２枚目をご覧ください。基本的には、今、

竹野中学校につきましては、３学年掛ける２クラス

ずつという形で整備をされておりますけども、実質、

今１学年１クラスになっております。ある程度融通

が利く空き教室といいますか、余裕教室もございま

すことから、そちらのほうも有効に利活用しながら

という形で、必要最小限の整備を行いたいと思って

おります。 

 基本的には、図のところに丸印で１からこのペー

ジについては６番まで振らせていただいておりま

すけども、１番目としまして、増築する部分につき

まして、先ほど言いましたグラウンド部分のところ

に低学年棟ということで、１年生から４年生の教室

を新築する予定としとります。中身につきましては、

木質系の木材を使用しまして、温かみのあるぬくも

りのある空間にできればなと思っとります。 

 その増築しました校舎の前には、２番ですけれど

も、低学年棟のすぐ前に児童向けの遊具を整備をし

て、児童向けのグラウンドを整備したいと思ってい

ます。少しの休み時間でもすぐに外に出て遊べるよ

うにというふうな工夫ができればなと思っており

まして、今、遊具の設置の内容については学校と相
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談をしながら調整をしているところです。そのほか、

低学年棟の廊下の部分、少し広めの廊下を設けまし

て図書コーナーを整備をしたいと思っております。

そのほか、中学校の児童も来て放課後にちょっと自

習ができるようなスペースもつくりたいなと思っ

とります。 

 小学校は、今、放課後児童クラブがあるんですけ

ども、こちらに小学校自体が移転します関係で、４

番のところですけども、屋内運動場、体育館の前の

ところに放課後児童クラブを整備したいと思って

おります。 

 続きまして、５番目です。職員室ですけども、小

学校、中学校が同じ建物内に入りますので、先生の

数も小学校の先生プラス中学校の先生ということ

で、人数が大幅に増えます。全て同じ職員室の中に

入っていただきまして、情報交換等がしやすい、そ

ういった空間をつくっていきたいと考えておりま

す。 

 続きまして、６番目です。昇降口なんですけども、

全学年共有の昇降口というところで、こちらで小学

校でいえば１年生から中学校３年生まで同じ昇降

口から登下校してもらうという形になります。これ

によりまして、１年生から上級生まで自然に挨拶が

飛び交うような空間ですとか先生による声かけ、見

守りも行いやすくなるということ、また、一応今段

差がありますけども、全てバリアフリー化にして出

入りがしやすいようにという調整をしていきたい

と思っております。 

 続きまして、３枚目をご覧ください。こちらは中

学校の校舎を主に紹介をさせていただきます。 

 ７番のところにつきましては、中学校の校舎に５

年生と６年生の教室を整備する予定としておりま

す。学年の並びに等については今後調整をしていき

ます。そのほか、例えば図工室ですとか図書室、そ

ういったような特別教室については基本的には小

中共用で使っていただくということです。ただし、

学校からの強い求めもありまして、音楽室につきま

しては低学年棟にも整備をするということで整備

をしていきたいと思います。 

 そのほか、９番目です。小さめの教室を複数配置

しまして、少人数教室ということで、個別指導です

とか相談室等に使っていくという形です。個別指導

等、個々に寄り添った教育や指導が行いやすいとい

う工夫ができる空間をつくるようにしていきたい

というところです。 

 そのほか、１０番目です。体育館には空調整備と

しております。ほかの学校につきましては、スポッ

トクーラーという形で強い風で冷風を送るような

装置をそれぞれ導入をする予定にしておりますけ

ども、竹野中学校、義務教育学校につきましては、

断熱加工を体育館、校舎の中をしまして、通常のエ

アコンを設置したいと考えております。そのほかの

改修としまして、全てのトイレを洋式化したりです

とか、必要な部屋については冷暖房ということで、

基本的にはほぼほぼ冷暖房装備になるのかなと思

っております。そのほか、電灯につきましてもＬＥ

Ｄ化を図る、あるいは断熱効果の向上による炭素ガ

スの排出削減等に努めていくという形で、過ごしや

すい空間をつくっていくということです。小学校の

校舎を建てるだけでなくて、中学校のほうの校舎も

改修をしまして、新しい学校というところにしてい

きたいのかなと思っております。 

 最後のスライドです。スケジュールということで、

現時点まだ設計が出てきてないということをちょ

っと繰り返しお話をさせていただいてるんですけ

ども、現時点での想定というところでさせていただ

いております。来年の当初予算ということで工事の

金額を要求をさせていただく予定にしております。

諸手続等を経まして、来年の７月ぐらいから工事に

着工という形で、工期は１４か月程度を考えており

ます。中学校の生徒さん、勉強ができる状態で改修

をするということですので、例えば夏休み期間です

とか冬休み、春休み、そういったようなある程度長

期間を使いながら工事をさせていただくというこ

とで、１年少しかかってしまうというところです。 

 この施設、義務教育学校につきましては、２０２

５年の４月に開校予定としておりますけども、大変

申し訳ないですけども、こういった工期の関係もあ
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りまして、校舎の利用開始自体は、基本的に今の方

法だと、２０２５年の夏休み明けから新しい校舎が

使っていただけるという形になるのかなと思っと

ります。こういったところ、これからまだ設計がし

っかり出てきて、ある程度見通しが立った段階で地

域の皆さんにも再度お知らせをさせていただきた

いと思っておりますけれども、開校と施設利用はち

ょっと同時ではないということでご不便をおかけ

しますけども、これから理解を得ていきたいと考え

ております。私からは以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 報告は終わりました。 

 委員の皆さん、特に質問等がありましたら、お伺

いをいたします。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 次に、学校教育課から、（５）

番目になりますが、２学期の開始時期の変更につい

てです。 

 学校教育課、寺坂課長。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） 私のほうからは、来

年度、令和６年度から夏季休業日を８月３１日まで

とすること、つまり始業式を９月１日にするという

ことにいわゆる戻すということについてご説明い

たします。 

 令和２年度から小学校の学習指導要領が変わり

まして、都合、年間約２０時間授業時間が増加する

ことになりました。理由は、外国語または英語とい

うものが教科になって入ってきたということが理

由です。その小学校で授業が増えたことについて、

年間どこで確保していくかということで検討しま

した。さらに、エアコンの設置も完了する見通しが

ついたということ、それから感染症に対する臨時休

業による授業日の確保が難しいという状況も鑑み

まして、令和２年度、４年前から教育委員会規則を

改正して、８月２７日で夏季休業を終え、８月２８

日から２学期とするというふうに改正してまいり

ました。 

 ２番の始業日なんですけども、実際のところ４日

間短縮したのは今年が初めてでした。それまでは土

日の関係、４年前に至ってはコロナの影響が一番あ

りまして全然なかったんですけども、今年度４日間

実施いたしました。 

 ３番、気温の関係なんですけども、今年度の８月

２８から８月３１日まで表のとおりになっており

ますが、軒並み３５度を超え、こういった暑さの中、

小学校の低学年の子も登下校しなければならない。

したがって、外遊びもかなり制限されるという状況

が起こっておりました。 

 ４番、状況の変化としまして、授業時数を各学校

に確認しましたが、うまくやりくりをしておりまし

て、十分確保できております。それから県内で９月

１日始業式を変えずに実施しているところが７

２％あります。それから臨時休業につきましても、

この４年間で一気に１人１台端末が配付できる、そ

ういったことが進みましたので、オンライン授業が

実施できております。さらに、熱中症対策が急務と

なっておりまして、先ほど申しましたように、外遊

びを制限したり、冷房がある部屋でのみ教育活動を

実施しているという学校がほとんどでございまし

た。こういったことから４日間の短縮を元どおりに

戻してまいりたいというふうに考えております。 

 ５番の今後の予定ですが、明日、校園長会で正式

に説明いたしまして、その後、定例教育委員会、さ

らに、教職員への通知と保護者、地域、関係団体、

記者発表という流れで１月の上旬を迎えさせてい

ただきたいというふうに思います。 

 説明は以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 報告は終わりました。 

 委員の皆さんで特に質問等があれば伺います。い

いですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 教育委員会の皆さんにつき

ましては、ここで退席していただいて結構でござい

ます。お疲れさまでございました。 

 以上で報告事項は終わります。 

 委員会を暫時休憩します。再開は前の時計で２時

３５分。 

午後２時２５分 委員会休憩 

──────────────────── 
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午後２時３０分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） 休憩前に引き続き委員会を

再開いたします。 

 次は、協議事項に戻りまして、請願・陳情の審査

です。 

 請願第４号、健康保険証の存続を求める意見書提

出の件を議題といたします。 

 委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上の本日の

フォルダー、請願第４号のフォルダーをお開きくだ

さい。よろしいか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 事務局より、請願・陳情文書表の朗読をお願いい

たします。 

○事務局主幹兼議事調査係長（小崎 新子） 請願第

４号、健康保険証の存続を求める意見書提出の件。

受理年月日、令和５年１２月１２日。 

 要旨。政府は、２０２４年秋に現行の健康保険証

を廃止し、マイナンバーカードに一本化する法案を

可決・成立させた。しかし、誤登録や情報漏えい、

「資格無効」と表示される等、マイナ保険証に関す

るトラブルが続出し、多くの患者・国民が不安を抱

えている。兵庫県保険医協会が実施したアンケート

調査（回答数６５７件）では、オンライン資格確認

システムを運用する医療機関のうち、６４．２％が

何らかのトラブルを経験している。トラブルの内容

として、他人の情報がひもづけられていたケースが

６件あった。誤ひもづけによる投薬・診療情報の取

り違えは、重大な医療事故につながりかねない。機

微性の高い医療情報を他人が閲覧できる状態にな

っていたことは重大な問題である。また、２８件の

医療機関で、保険資格が確認できず、窓口で１０割

負担となったケースがあった。保険証が廃止されれ

ば、経済的理由により受診が困難となることも懸念

される。よって、下記事項を内容とする意見書を国

に提出するよう要望する。 

 項目。いつでもどこでも誰でもが安心して医療を

受けられるように健康保険証の廃止は行わず、現在

の健康保険証の存続を求めること。 

 提出者、豊岡市日高町伊府６６０、兵庫県保険医

協会但馬支部長、谷垣正人。紹介議員、村岡峰男議

員、上田伴子議員、須山泰一議員。付託委員会、文

教民生委員会。以上となります。 

○委員長（芦田 竹彦） 紹介議員の須山委員がおら

れますので、何か補足で説明等がありましたらお願

いをいたします。 

○委員（須山 泰一） 金曜日に豊岡病院組合議会で

もマイナカードのことを少し触れましたけど、利用

者が全国的にもこの豊岡病院管内でもマイナカー

ドを保険証として使う方いうのは下がってきてる

んですよね。数％だと。豊岡病院、日高医療センタ

ー、出石医療センターあたりでは５％だと言われて

ました。これ全国的な傾向と一緒です。少しずつ保

険証として使う人が増えてるならともかく、もうず

っと下がってきているという、ここが、このまま健

康保険証を廃止してマイナカードへ移行してええ

んかと思います。本来マイナカード自体は任意だっ

たと思うんですよ。保険証を廃止するいうことで、

もう半ば強制のようになってきてるというのも問

題だと思います。 

 実際の利用者が減ってきているということ、それ

から強制になってきてるという、そういうこと、そ

れから日本のこの保険制度、国民皆保険制度といっ

てみんなが社会保険なり国保なりで保険を使える

っていう制度が、これは守りたいですし、健康保険

証いうのはやはりそのためにも大事なもんだと僕

は思っとるんで、何もマイナカードそのものをなく

せとか、そんなことを言ってるわけじゃなくて、ひ

もづけをあれもこれも別にひもづけなくても、保険

証に関してひもづける、ひもづけたとしても健康保

険証をなくすとこまでいかなくていいと、僕はそう

いうふうに思っとります。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） この件について、当局から

意見、説明等はありますか。 

 瀧下部長。 

○市民部長（瀧下 貴也） 今、マイナ保険証の件、

また、健康保険証の廃止の件につきまして委員より

発言ございましたので、国保・年金課のほうで取り

組んでおりますチェックだとか廃止後の対応等々

につきましては、担当課長より説明をいたします。 
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○委員長（芦田 竹彦） 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） それでは、意見の

ほうを述べさせていただきます。 

 マイナ保険証につきましては、厚労省のほうから

総点検の結果の報告が求められておりまして、本市

では、資格情報の整合性にそご、誤りがないかを月

例で突合チェックをしております。厚労省は、何ら

かの理由によりオンライン資格確認ができない場

合の医療費負担の取扱いにつきましては、保険料を

払っている方が３割負担等で医療を受けられるよ

うにするとしております。 

 健康保険証の廃止につきましては、当分の間、マ

イナ保険証を保有していない全ての被保険者に申

請によらず資格確認書を交付することとしていま

す。これにより被保険者全員にマイナ保険証または

資格確認書が交付されることになりますので、健康

保険証が廃止されても全ての被保険者の方が必要

な保険診療等を受けていただけるものと認識して

おります。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかに質疑、意見はござい

ませんか。 

 米田委員。 

○委員（米田 達也） 質問として、把握されてたら

でいいんですけど、紙の保険証ですごく問題として

よく指摘されるのが、ご本人が利用されるには全く

問題ないんだけども、ほかの人が、僕が例えば小森

委員の保険証を、何らかの理由で保険証を持ってな

いということで、いわゆる不正利用ができてしまう

っていう問題を非常によく聞くんですけど、そうい

うので豊岡市で、じゃあ、例えば、言い方は悪いで

すけど、なりすましというような不正利用に関して、

どれぐらいそういうのがあるのかっていうのを実

際実態を把握されてたりっていう例はあるんです

か。 

○委員長（芦田 竹彦） 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 把握はしておりま

せん。 

○委員長（芦田 竹彦） 米田委員。 

○委員（米田 達也） じゃあ、それが確認できます

か。今の紙の保険証を今現状の制度で、他人の、例

えば米田の保険証を小森委員が病院へ行って、米田

ですって言って診療を受けるっていうことが確認

ができますか、このままの制度で。 

○委員長（芦田 竹彦） 恵後原課長。 

○国保・年金課長（恵後原孝一） 今の保険証だけで

は確認ができません。開業医さんなんかにつきまし

ては、かかりつけ医って言われるように、その対象

者の方がご近所だったりとか地域の方で何回も通

われることですので、そんな中で、顔見知りであっ

たりとか、その方が被保険者である、本人さんであ

るということは確認されてると思います。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 米田委員。 

○委員（米田 達也） 本市においては、かかりつけ

医の先生ですとか、コミュニティが小さいんで本人

確認っていうのは割かしそんな心配するとこでは

ないかもしれないんですけども、国の施策として今

回の場合は上がってきてると思うんで、それに倣っ

てというとこで、今後、顔認証の機能であったりで

ご本人確認が容易に図れるというようなことが情

報として入ってきたんで、一応現在そういうこの現

状の制度でどういうふうなシステムになってるか

っていうのをちょっとお聞きしたかったんで、よく

理解いたしました。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 一言付け加えですけど、介護

施設だとか障害者の施設の方なんかが、施設がその

カードを管理するっていうことになるけども、管理

が難しいという声が上がってます。実際に介護をし

とる人も、母親の介護をしとるいうような場合も、

そのカードを、マイナンバーカードいったら個人情

報が全部入ってるわけでしょ、それを本人は利用で

きないから家族がそれにずっとついていかなきゃ

いけないわけですけど、難しいと。僕自身はカード

持ってないんで細かなところが分からないですけ

ど、障害者や高齢者を介護されてる方の中では非常

に不安が大きいと。こういうマイナ保険証というこ

とになって、健康保険証で今までやってきたのに、
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それが保険証を廃止されたら、トラブル、管理のリ

スク、コストが高くなることへの不安が多いと、そ

ういうことを１つ付け加えさせていただきます。以

上。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかはいいですか。 

 それでは、この後、討論に入りたいと思います。 

 当局職員の皆さんは、説明等でご協力いただきま

して、ありがとうございました。 

 討論に入ります前に、ここで退席いただいて結構

です。お疲れさまでございました。 

 討論におきまして、各委員が発言された内容は、

後ほど議報や委員長報告を作成する際に引用する

ことになりますので、よろしくお願いをいたします。 

 討論はありませんか。 

 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 保険証の廃止をし、マイナン

バーカードを推進することが国の方針とある上、顔

認証機能といった、これまでの大きな懸念とされて

いた不正利用への対応が望めることや、デジタル化

の整備が整いつつあることから、推進すべきものと

考えます。よって、本案に反対いたします。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかございませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 請願に賛成の立場で発言しま

す。 

 先ほども質疑で言いましたように、本来任意であ

ったカードが強制になっていると、健康保険証を廃

止するということで、カードをもう強制のようにな

っているということが１つ。それから国民皆保険制

度を守る、そして健康保険証を守る、必要なことだ

と思っております。今言われた顔認証制度のことで

すけども、障害者や高齢者介護をされている方がこ

の今回のマイナ保険証に強制となることについて

非常に不安に思われてることに対して、顔認証制度

とかいうことも出てますけども、これも実際にされ

てるところで、背後に車椅子のヘッドレストが写っ

ていたことが理由でマイナンバーカードの申請を

却下された、全盲で病気のため黒目がない人でも、

黒目が写っていないので撮り直しさせられた、不随

意運動により受診時に顔認証でエラーになり受診

できないなどの問題、こういう問題も起きていると。

まだまだ制度は不十分でして、これ急いで強制で健

康保険証をなくしてまでマイナ保険証を押しつけ

ることはよくない。そういう意味で、この請願に賛

成です。以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） ほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） これにより採決をいたしま

す。 

 採択、不採択の意見がありますので、挙手により

採決をいたします。 

 本件は、採択すべきことに賛成の委員の挙手を求

めます。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（芦田 竹彦） 賛成少数であります。よっ

て、請願第４号は、不採択とすべきことに決定をし

ました。 

 それでは、意見・要望のまとめに入ります。 

 まず、本委員会において審査しました議案につい

て、当委員会の意見・要望として委員長報告に付す

べき内容について協議いただきたいと思います。 

 田中委員。 

○委員（田中藤一郎） 先ほどのマイナンバーのにつ

いてですけども、一理というか、須山委員の言って

ることも私自身も理解できますし、やはり不安感は

あるっていうのは、これ認めざるを得ないっていう

ふうなところがあると思いますし、まだ不備は本当

にないのかどうかっていうふうなところも、非常に

やっぱり豊岡市は年齢からいうと結構年配の方も

おられるので、やはり意見としてはしっかりと提言

するというか、そういう必要性はあるかと思うので、

マイナンバー保険証のトラブルについての今後し

っかり対応を十分していただく検討をしていただ

きたいというふうな意見はしていただきたいなと

いうふうに思っております。 

○委員長（芦田 竹彦） 今のご意見があります。 

 ほかにございますでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（芦田 竹彦） 分かりました。それでは、

ただいま協議いただきました委員長報告の案文に

ついては、正副委員長に一任願いたいと思いますが、

ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認め、そのよう

に決定をいたしました。 

 委員会を暫時休憩いたします。 

午後２時４７分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時４７分 分科会再開 

○分科会長（芦田 竹彦） 分科会を再開いたします。 

 分科会意見・要望のまとめに入ります。 

 当分科会の意見・要望として、予算決算委員会に

報告すべき内容について協議いただきたいと思い

ます。 

 本日分科会で審査いたしました第１５２号議案、

令和５年度豊岡市一般会計補正予算（第７号）、第

１６６号議案、令和５年度豊岡市一般会計補正予算

（第８号）について、分科会意見・要望についての

発言があればお願いをいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 暫時休憩します。 

午後２時４８分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時４９分 分科会再開 

○分科会長（芦田 竹彦） 分科会を再開いたします。 

 それでは、ただいま協議いただきました分科会長

報告の案文については、正副分科会長に一任願いた

いと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芦田 竹彦） 異議なしと認め、そのよ

うに決定をいたしました。 

 ここで分科会を閉会いたします。 

午後２時４９分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後２時４９分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） 委員会を再開いたします。 

 次に、協議事項４番、閉会中の継続審査の申出に

ついてを議題といたします。 

 ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ上の本日のフォルダー内、委

員会資料の５ページをご覧ください。 

 １１月１６日の委員会において協議いただきま

した重点調査事項について、ご確認をお願いいたし

ます。 

 議長に対して、委員会重点調査事項を閉会中の継

続審査事項として申し出たいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしと認め、そのよう

に決定をいたしました。 

 次に、協議事項５番、来年度の委員会の管外視察

についてを議題といたします。 

 アの日程ですけれども、例年５月に実施しており、

実施日程を協議いただきたいと思います。 

 まず、事務局から資料の「管外行政視察研修 日

程検討資料」について説明をいたします。 

○事務局主幹兼議事調査係長（小崎 新子） 日程検

討資料のほうをご覧ください。例年５月に実施して

いるんですけども、ゴールデンウイークですとか月

末には６月定例会が開会、その１週間前には議会運

営委員会というような日程になっておりますので、

この黒で網かけした５月の８日から１０日、１３か

ら１７ぐらいの日程で決めていただくのがいいの

ではないかと考えます。 

 事務局からは以上です。 

○委員長（芦田 竹彦） 説明をいただきました。 

 通常は２泊３日です。令和６年の５月の日程につ

いての説明がありましたけども、この日程の実施に

ついて意見等を伺いたいと思います。ありましたら

お願いします。 

 今の日程表をご覧いただくと……。 

 暫時休憩します。 

午後２時５１分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時５６分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） そしたら委員会を再開いた

します。 
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 当委員会の管外行政視察につきましては、５月の

８日の水曜日から５月の１０日金曜日ということ

で一応決定をしておきます。ただ、予備日程としま

して、５月の２０日の月曜日から５月の２２日の水

曜日までを予備日としておきますので、ご承知おき

をお願いしたいと思います。 

 今後、不都合が起きない限りはこの日程で実施し

たいと思いますので、委員の皆さんは予定の確保を

お願いをいたします。 

 次に、視察内容でございますが、資料として、こ

れまでの管外視察実績を添付しております。視察内

容や視察先について協議いただきたいと思います。

ご意見をお願いいたします。 

 暫時休憩します。 

午後２時５７分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時５８分 委員会再開 

○委員長（芦田 竹彦） 休憩を解いて再開します。 

 視察内容、視察先につきましては、今後選定して

いきたいと思いますので、ご意見等ありましたら正

副委員長のほうへ１月の２０日ぐらいまでに申し

出ていただければと思います。それでよろしいです

かね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） ローカルメールで、どっち

方面ということでお伺いできたらと思います。１月

の２０日までにということで。 内容、テーマ。よ

ろしいですか。（「またメールで発信して」と呼ぶ

者あり）メールで結構です。ここに行きたいという

ことがあれば、何個か、行き先もそうなんですけど

ね。ということでよろしいですか。 

 １月の２０日、日にちだけちょっとまた覚えてお

いていただきたいと思います。 

 この件はこの程度にとどめたいと思います。 

 ６のその他、最後に、その他についてです。 

 まず、１１月１６日開催の委員会におきまして、

各種委員の選出を行っていただきました。委員長の

充て職として、豊岡市社会福祉協議会の評議員も務

めることとしておりましたが、この件につきまして、

先日、依頼文が届いて詳細を確認いたしました。そ

れによりまして、私が評議員の候補者となることが

ちょっとできなくなりまして、このために新たな候

補者として、この際、小森副委員長にぜひお願いし

たいと思いますが、皆様、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 異議なしということでござ

いますので、小森副委員長に社会福祉協議会の評議

員も務めていただくことになりましたので、よろし

くお願いをいたします。 

 その他、委員の皆さんから何か特にご発言はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芦田 竹彦） 特にないようですので、以

上をもちまして文教民生委員会を閉会いたします。

お疲れさまでございました。 

午後３時００分 委員会閉会 

──────────────────── 


